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はじめに 

 我が国の公共施設は、高度経済成長期に集中して整備されており、これらの維持・更

新は全国の自治体共通の課題となっています。 

 その中でも本市は、市民１人当たりの延べ床面積で見ると、政令市の中で最も多くの

公共施設を保有しており、今後も厳しい財政状況が続くことが予想される中、この課題

を避けて通ることはできません。 

 本市では、社会経済情勢の変化に対応するため、昨年１２月、本市の基本構想・基本

計画である「元気発進！北九州」プランを見直しました。新たなプランでは、「北九州

市新成長戦略」、「安全・安心対策」、「行財政改革」の３つを今後特に重要な政策として

位置づけており、公共施設マネジメントは、この「行財政改革」における重要な柱の１

つとなっています。 

 本市の公共施設マネジメントは、本年２月に策定した「北九州市行財政改革大綱」や

「平成２６年度北九州市行財政改革推進計画」でお示ししているとおり、公共施設の総

量抑制を前提に、施設分野別実行計画や門司港・大里地域を対象にした公共施設の再配

置計画を、平成２７年度中に策定することとしています。 

一方、公共施設マネジメントを進めていく上では、本市が置かれた現状や課題、公共

施設マネジメントの必要性について、広く市民の皆様にご理解いただくことがたいへん

重要です。そのため、「平成２６年度北九州市行財政改革推進計画」においても「公共

施設の老朽化の状況、維持管理費用、利用状況等について正確な情報を公開する」こと

としています。 

この公共施設白書は、こうした公共施設マネジメントの一環として作成・公開するも

のであり、本市では初めての取組みとなります。 

本市では、今回の公共施設白書の作成にあたっては、公共施設に関する膨大なデータ

をできるだけ分かりやすく整理し、編集いたしました。 

この公共施設白書が、市民の皆さまに公共施設に関する理解を深めていただき、今後

の公共施設のあり方について考えていただく契機になれば幸いです。 

 本市では、この公共施設白書をもとに、公共施設に関する情報をさらに詳しく分析し、

今後策定する施設分野別実行計画やモデルプロジェクト地域の公共施設再配置計画な

ど、公共施設マネジメントに関する各種の計画づくりに活かしてまいります。 

 今後とも本市の公共施設マネジメントの取組みについて、市民の皆様のご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。 
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北九州市の公共施設の概要 

１ 公共施設全体の状況 

本市が設置している公共施設（公共建築物）は、平成２６年３月末の時点において、施設数が 

２，５４６施設、建物数が６，９３８棟、総延床面積が約５４１万㎡となっています。（図３参照） 

  施設種類別（大分類）の延床面積を見ると、「市営住宅」が約２０８万㎡（市全体の約３８．５％）

と最も多く、次いで小・中学校等の「学校教育施設」が約１３４万㎡（市全体の約２４．７％）とな

っており、市営住宅と学校教育施設を合わせると保有量全体の６割以上を占めています。（図１参照） 

  また、本市が保有する公共施設は、その多くが昭和４０年代後半から昭和５０年代に建築されて

います。（図２参照） 

■図１ 施設種類別（大分類）の延床面積 

施設の種類（大分類） 主な施設内容 延床面積 割合 

一

般

会

計

施

設 

1 市営住宅 公営住宅、改良住宅等 2,080,040 ㎡ 38.5％ 

2 学校教育施設 小学校、中学校、特別支援学校、高等学校等 1,336,300 ㎡ 24.7％ 

3 市民文化系施設 生涯学習センター、市民センター、市民会館等 240,353 ㎡ 4.4％ 

4 社会教育系施設 美術館、博物館、図書館、青少年の家、科学館等 122,548 ㎡ 2.3％ 

5 スポーツ施設 体育館、武道場、野球場、庭球場、陸上競技場等 91,406 ㎡ 1.7％ 

6 保健・福祉施設 年長者研修大学校、総合療育センター等 117,236 ㎡ 2.2％ 

7 子育て支援施設 幼稚園、保育所、放課後児童クラブ、児童館等 68,857 ㎡ 1.3％ 

8 観光・産業系施設 関門海峡ミュージアム、北九州国際展示場等 168,269 ㎡ 3.1％ 

9 行政系施設 本庁舎、区役所、出張所、消防署、消防団等 207,768 ㎡ 3.8％ 

10 その他 環境センター・工場、自転車駐車場、斎場等 264,323 ㎡ 4.9％ 

11 特別会計施設 卸売市場、競輪・競艇場、港湾倉庫等 468,051 ㎡ 8.6％ 

12 地方公営企業会計施設 浄水場、病院、浄化センター、ポンプ場等 244,518 ㎡ 4.5％ 

合 計 5,409,669 ㎡ 100.0％ 

■図２ 公共施設の築年別の状況 
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２ 施設種類別（小分類）の状況 

  本市が設置する公共施設の施設種類別（小分類）の建物数、延床面積、耐震診断・耐震補強の状

況、管理形態、利用者数は以下のとおりです。（詳細は次ページの図３参照） 

○施設数 ※注１

   本市が設置している公共施設の施設数は、２，５４６施設となっています。

   施設数が最も多いのは「無料公園（公園内施設）」で、５４３施設、 

   ２番目に多いのは「市営住宅」で、４１１施設、 

３番目に多いのは「年長者いこいの家」で、１６０施設、 

次いで、「消防施設」の１３７施設、「市民センター」の１３４施設、「小学校」の１３１施設な

どとなっています。 

○建物数 

   本市の公共施設が設置されている建物数は６，９３８棟となっています。

   建物数が最も多いのは「市営住宅」で、１，７２９棟（全体の約２４．９％）、 

２番目に多いのは「小学校」で、１，４２３棟（全体の約２０．５％）、 

３番目に多いのは「中学校」で、７４４棟（全体の約１０．７％）などとなっています。 

○延床面積 

   本市が設置している公共施設の総延床面積は、約５４１万㎡となっています。 

   （このうち本市が所有している建物の延床面積は、約５３９万㎡） 

   総延床面積が最も多いのは「市営住宅」で、約２０８万㎡（全体の約３８．６％）、 

２番目に多いのは「小学校」で、約７９万㎡（全体の約１４．７％）、 

３番目に多いのは「中学校」で、約４６万㎡（全体の約８．６％）などとなっています。 

○管理形態 

本市が設置している公共施設の管理形態については、 

  「市の直営」が、１，６８９施設、 

「指定管理」が、３４７施設、 

  「管理代行」が、３２７施設、 

  「貸付」が、１１１施設などとなっています。 

※注１ この白書では、住宅の団地や小・中学校など同一敷地内に複数の建物で構成されている施設については、
１施設として数えています。 
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■図３ 施設種類別（小分類）の状況 

直営 指定管理 管理代行
管理代行及

び指定管理 貸付 休止中 その他

1 市営住宅 411 1,729 2,080,040 2,078,926 0 59 327 23 0 0 2

2(1) 小学校 131 1,423 793,841 793,841 131 0 0 0 0 0 0

2(2) 中学校 62 744 462,518 462,518 62 0 0 0 0 0 0

2(3) 特別支援学校 9 91 44,521 44,521 9 0 0 0 0 0 0

2(4) 高等学校等 4 33 22,972 22,972 3 0 0 0 0 0 1

2(5) その他学校施設 6 19 12,448 12,448 4 0 0 0 0 0 2

3(1) 生涯学習センター 11 17 24,672 24,672 10 0 0 0 0 0 1

3(2) 市民センター 134 166 93,360 92,906 134 0 0 0 0 0 0

3(3) 男女共同参画施設 3 3 15,322 15,322 0 3 0 0 0 0 0

3(4) 勤労青少年ホーム 3 6 4,054 4,054 0 3 0 0 0 0 0

3(5) 年長者いこいの家 160 163 6,813 6,813 159 0 0 0 1 0 0

3(6) 地域交流センター 9 18 9,704 9,704 9 0 0 0 0 0 0

3(7) 劇場・ホール 2 2 21,329 21,329 0 2 0 0 0 0 0

3(8) アルモニーサンク 1 3 24,862 24,862 0 0 0 0 1 0 0

3(9) 市民会館 7 12 37,904 37,904 0 7 0 0 0 0 0

3(10) 漫画ミュージアム 1 1 2,331 0 1 0 0 0 0 0 0

4(1) 美術館・博物館等 9 14 42,216 41,452 9 0 0 0 0 0 0

4(2) 指定文化財 7 11 5,261 5,261 2 0 0 0 0 0 5

4(3) 図書館 20 20 24,623 24,293 5 13 0 0 0 0 2

4(4) 青少年の家 8 46 18,462 18,462 5 3 0 0 0 0 0

4(5) 青少年キャンプ場 6 12 413 413 6 0 0 0 0 0 0

4(6) 児童文化施設 2 5 6,804 6,804 2 0 0 0 0 0 0

4(7) 環境施設 10 14 15,195 13,710 6 4 0 0 0 0 0

4(8) その他社会教育系施設 6 19 9,573 9,573 5 1 0 0 0 0 0

5(1) 体育館 18 18 51,224 51,224 0 18 0 0 0 0 0

5(2) 武道場 13 19 10,734 10,734 0 13 0 0 0 0 0

5(3) 野球場 16 23 8,856 8,632 4 12 0 0 0 0 0

5(4) 庭球場 15 22 1,578 1,578 0 15 0 0 0 0 0

5(5) 陸上競技場 4 8 6,578 6,578 1 3 0 0 0 0 0

5(6) 運動場・球技場 9 5 2,242 2,242 1 8 0 0 0 0 0

5(7) 屋内プール 4 6 3,861 3,861 0 4 0 0 0 0 0

5(8) 屋外プール 18 22 6,332 6,332 0 18 0 0 0 0 0

6(1) 高齢者福祉施設 10 18 18,330 18,330 2 8 0 0 0 0 0

6(2) 児童福祉施設 13 30 27,645 27,645 3 9 0 0 0 1 0

6(3) 障害者福祉施設 21 30 33,107 33,107 1 20 0 0 0 0 0

6(4) その他保健・福祉施設 12 23 38,154 38,154 9 2 0 0 0 0 1

7(1) 幼稚園 8 15 5,517 5,517 8 0 0 0 0 0 0

7(2) 保育所 28 34 20,309 20,309 20 8 0 0 0 0 0

7(3) 緑地保育センター 2 2 1,704 1,704 0 2 0 0 0 0 0

7(4) 放課後児童クラブ 100 152 18,417 17,533 100 0 0 0 0 0 0

7(5) 児童館 42 45 14,220 14,220 0 42 0 0 0 0 0

7(6) その他幼児・児童施設 2 3 8,690 5,612 0 2 0 0 0 0 0

8(1) 観光施設 26 34 29,335 22,725 10 12 0 0 4 0 0

8(2) 産業系施設 33 82 138,934 134,759 11 18 0 0 3 0 1

9(1) 庁舎等 36 65 152,913 150,925 35 0 0 0 1 0 0

9(2) 消防施設 137 183 45,237 45,237 137 0 0 0 0 0 0

9(3) その他行政系施設 32 41 9,618 9,322 24 0 0 0 2 1 5

10(1) 有料公園 6 95 23,190 23,190 0 6 0 0 0 0 0

10(2) 無料公園 543 545 9,933 9,933 543 0 0 0 0 0 0

10(3) 供給処理施設 18 65 98,767 98,767 16 0 0 0 0 2 0

10(4) 医療施設 8 10 3,845 3,631 6 0 0 0 0 2 0

10(5) 駐車場等 35 40 17,558 16,887 10 24 0 0 1 0 0

10(6) 霊園・斎場等 23 49 13,641 13,641 23 0 0 0 0 0 0

10(7) 市民トイレ 45 45 919 919 45 0 0 0 0 0 0

10(8) その他 130 224 96,471 96,471 14 3 0 0 92 14 7

2,429 6,524 4,697,100 4,672,482 1,585 342 327 23 105 20 27

11(1) 食肉センター特別会計施設 1 7 9,374 9,374 1 0 0 0 0 0 0

11(2) 卸売市場特別会計施設 2 30 77,158 77,158 2 0 0 0 0 0 0

11(3) 渡船特別会計施設 4 6 513 513 4 0 0 0 0 0 0

11(4) 競輪、競艇特別会計施設 5 40 166,470 166,470 4 0 0 0 0 1 0

11(5) 港湾整備特別会計施設 16 113 154,720 154,720 10 0 0 0 5 1 0

11(6) 駐車場特別会計施設 5 6 58,327 58,327 1 4 0 0 0 0 0

11(7) 廃棄物発電特別会計施設 2 2 1,021 1,021 2 0 0 0 0 0 0

11(8) 漁業集落排水特別会計施設 2 2 468 468 2 0 0 0 0 0 0

12(1) 上水道事業会計施設 33 70 44,465 44,465 32 0 0 0 1 0 0

12(2) 交通事業会計施設 5 7 4,378 4,378 5 0 0 0 0 0 0

12(3) 病院事業会計施設 4 13 88,604 88,604 3 1 0 0 0 0 0

12(4) 下水道事業会計施設 38 118 107,070 107,070 38 0 0 0 0 0 0

2,546 6,938 5,409,669 5,385,051 1,689 347 327 23 111 22 27

一般会計施設 小計

合　計

管理形態（施設）

施設の種類（小分類） 施設数
建物数

（棟）

総延床面積

（㎡）

保有面積

（㎡）
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本編の記載内容について 

 本編では、施設種類ごとに以下の情報を記載しています。 

ここに記載された数値等の情報は、特にただし書きがある場合を除き、平成２６年３月３１日時点

での状況を反映しています。 

なお、施設の種類によって記載内容が異なる場合がありますのであらかじめご了承下さい。 

１ 施設の概要 

名     称 条例等に規定されている名称を記載しています。 

施  設  数 

施設の総数及び種別ごとの施設数を記載しています。 

ただし、市営住宅の団地や学校等、複数の建物があっても１施設として数え

ているものもあります。 

施 設 機 能  条例等に規定されている主な機能を記載しています。 

設 置 根 拠  施設の設置根拠となる条例等を記載しています。 

設 置 目 的  条例等に規定されている目的等を記載しています。 

沿     革  施設の沿革を記載しています。 

中長期プラン  施設整備等に関する中長期計画について記載しています。 

２ 建物の状況 

総 延 床 面 積 
賃貸等を含めた各施設種別の延床面積の合計を記載しています。 

また、そのうち本市が所有する延床面積を（ ）内に記載しています。 

複合・単体の別 複合施設、単体施設の別に施設数を記載しています。 

主 な 構 造 
施設の主たる構造を記載しています。 

１つの施設に複数の建物がある場合、主要なものを記載しています。 

耐 震 診 断 

不要、実施済、未実施の３つに分類しています。 

１つの施設に複数の建物がある場合、全て不要であれば「不要」、全て実施し

ていれば「実施済」、１つでも未実施の建物があれば「未実施」としています。

耐 震 補 強 

不要、実施済、未実施の３つに分類しています。 

１つの施設に複数の建物がある場合、全て不要であれば「不要」、全て実施し

ていれば「実施済」、１つでも未実施の建物があれば「未実施」としています。

３ 運営の状況 ※施設によって記載項目が異なります。

開 館 時 間 施設の開館時間を記載しています。 

休 館 日 施設の休館日を記載しています。 

利 用 料 金 施設の主な利用料金を記載しています。 

料 金 の 減 免 施設の主な利用料金の減免内容を記載しています。 

管 理 形 態 市直営、指定管理、貸付、休止中、その他に分類して記載しています。 
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利 用 者 数 

市民利用施設について、各施設における平成２５年度の延べ利用者数の合計

を記載しています。 

 なお、市営住宅、学校教育施設等については、利用者数に代わる情報を掲載

している場合があります。 

平 均 稼 働 率 

市民利用施設について、各施設における平成２５年度の全室の年間稼働率の

平均値を記載しています。 

なお、施設ごと、部屋ごとの稼働率については「資料編」をご参照下さい。 

４ 収支の状況 

収     入 

各施設における平成２５年度の収入（使用料、自動販売機設置料等）の合計

を記載しています。 

 なお、建物と直接関わらない事業収入、補助金による収入、指定管理者の収

入（市の収入とならないもの）等は除外しています。 

支     出 

各施設における平成２５年度の支出について、人件費、更新費・修繕費、光

熱水費、委託料、その他に分類して記載しています。指定管理方式の施設につ

いては、委託料に人件費や光熱水費が含まれている場合があります。 

なお、建物と直接関わらない事業支出、施設建設のための公債費は除外して

います。 

収 支 の 差 収入の合計から支出の合計を引いた数値を記載しています。 

利用者一人あたり 

のコスト 

市民利用施設について、収支の差を年間の延べ利用者数で割った数値を掲載

しています。 

５ 施設の配置状況 

各施設の大まかな設置場所を地図上に示しています。 

６ 所管部署 

各施設を所管する部署の名称、電話番号を記載しています。 
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１ 市営住宅 

１ 施設の概要 

名 称 

市営住宅（公営住宅、改良住宅等） 

※公営住宅 ：公営住宅法に基づき建設、借上げ又は買取りを行い、管理している

住宅 

※改良住宅等：住宅地区改良法に基づく改良事業により整備し管理している住宅、

市単費で建設された住宅など 

施 設 数 

公営住宅 （３２７施設） 

改良住宅等 （８２施設）   

※公営住宅と改良住宅等が混在している施設は、「改良住宅等」に計上 

廃止施設等  （２施設）      計 ４１１施設 

施 設 機 能 住宅、集会所 等 

設 置 根 拠 公営住宅法、住宅地区改良法、北九州市営住宅条例 等 

設 置 目 的 

国と市が協力して、健康で文化的な生活を営むに足りる住宅を整備し、様々な事情

で住宅にお困りの低額所得者の方に、低廉な家賃で供給することで、市民生活の安

定と社会福祉の増進に寄与するために設置している。 

沿 革 

昭和２６年以前 旧門司市と旧八幡市において引揚者住宅・復興住宅の建設開始 

昭和２６年   公営住宅法が施行 

昭和２６年以降 旧各市において、圧倒的な住宅不足の解消と高度成長に伴う人口

流入の受け皿として、積極的に建設 

昭和３５年   住宅地区改良法が施行 

昭和３５年以降 不良住宅が密集した市街地の環境改善に取り組み、その受け皿と

なる改良住宅の建設を促進 

昭和４０～５０年代 五市合併後も、世帯数の増加・未成熟な民間賃貸住宅市場・高度 

経済成長等を背景とした国の大量建設計画を受けて、中高層住宅

を建設 

中長期プラン 北九州市公営住宅等長寿命化計画 

２ 建物の状況 

総延床面積 ２，０８０，０４０ ㎡ （ 市所有面積 ２，０７８，９２６ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】 １４施設  【単 体】３９７施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】２１４施設  【実施済】１９７施設  

耐 震 補 強  【不 要】２９５施設  【実施済】 ５０施設  【未実施】 ６６施設 
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３ 運営の状況 

管 理 形 態 
【公営住宅】管理代行 

【改良住宅等】指定管理 

管 理 戸 数  ３２，８７６ 戸 

募 集 戸 数 

平成 25 年 5 月～

平成 26 年 2 月

あき家入居者募集 【公営住宅】  ７６２戸  【改良住宅】 １５３戸 

住宅困窮者募集 【公営住宅】  ４５７戸  【改良住宅】  ６４戸 

計 【公営住宅】１，２１９戸  【改良住宅】 ２１７戸

入 居 資 格 

・北九州市内に在住又は在勤 

・暴力団員でないこと 

・原則として夫婦、親子等を主体とした世帯 

・【単  身】 ６０歳以上、身体障害者手帳１～４級、生活保護を受けている者、

ＤＶ被害者等 

・【新婚募集】 申込み日から６ヶ月以内に入籍、又は婚姻後１年以内 

・住宅困窮者募集 

  年長者単身、障害者単身、年長者世帯、障害者世帯、母子・父子世帯、 

  多子世帯等により、申込要件が異なる。 

・収入要件 

【一般世帯】  ＜公営住宅＞認定月額 １５８，０００円以下 

         ＜改良住宅＞認定月額 １１４，０００円以下 

【裁量世帯】  ＜公営住宅＞認定月額 ２１４，０００円以下 

（障害者、年長者等） ＜改良住宅＞認定月額 １３９，０００円以下 

家 賃 世帯収入に応じて決定 

翌年度以降の家賃 入居者から毎年、収入申告書を提出してもらい、世帯収入に応じて決定 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等      ７，４７５，０１２ 千円 

支 出 

人 件 費       ０ 千円 

更新費・修繕費 ２，１４９，１１１ 千円 

光 熱 水 費      ０ 千円 

委 託 料 ４，４９８，２９６ 千円 

そ の 他         ５７，１７４ 千円 

合 計      ６，７０４，５８１ 千円 

（内数）指定管理料 ４，４９８，２９６ 千円 

収 支 の 差 ７７０，４３１ 千円       

※収支の差については、市債の償還に充当している。 
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

建築都市局 住宅部 住宅管理課  電話：５８２－２５５６ 

建築都市局 住宅部 住宅整備課 電話：５８２－２５４８ 
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２（１）小学校 

１ 施設の概要 

名 称 小学校 

施 設 数 

【門 司 区】 １８施設 

【小倉北区】 ２２施設 

【小倉南区】 ２６施設 

【若 松 区】 １４施設 

【八幡東区】 １１施設 

【八幡西区】 ３２施設 

【戸 畑 区】  ８施設     計 １３１施設 

施 設 機 能 教室、図書室、保健室 等 

設 置 根 拠 北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 心身の発達に応じて、初等普通教育を施すことを目的に設置している。 

沿 革 

昭和４０年～５０年代 児童数の増加により小学校の新設が進む（１４３校） 

平成３年以降     児童数の減少により小学校の統合を実施 

（１４３校→１３１校） 

中長期プラン 北九州市子どもの未来をひらく教育プラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 ７９３，８４１ ㎡ （ 市所有面積 ７９３，８４１ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ２施設  【単 体】１２９施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ２６施設  【実施済】１０５施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ２８施設  【実施済】 ７３施設  【未実施】 ３０施設 

３ 運営の状況 

管 理 形 態 市直営方式 

児 童 数  ４８，９８３ 人 

学 級 数 １，８３８ 学級 

学 校 規 模 

小 規 模（１１学級以下）  ４８ 施設 

適 正 規 模（１２～２４学級）  ７８ 施設 

大 規 模（２５学級以上）   ５ 施設 
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４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等         ２７，４５３ 千円 

支 出 

人 件 費 １，３１３，６５３ 千円 

更新費・修繕費 ３，７８８，６４９ 千円 

光 熱 水 費 ９９６，１７１ 千円 

委 託 料 １，５５４，９４２ 千円 

そ の 他      ２，３０４，５７２ 千円 

合 計      ９，９５７，９８７ 千円 

収 支 の 差 ▲９，９３０，５３４ 千円       

※収入には、学校施設目的外使用料及び私用光熱水費使用料、理科教育設備整備にかかる国庫補助金などを含む。 
※人件費には、校務員および学校事務員にかかる経費を計上。 
※委託料には、学校で発生する草刈・剪定のほか、耐震補強工事等にかかる工事監理業務を含む。 
※その他には、学校運営にかかる経費ほか、学校用地の借地料及び工事期間中のプレハブリース料などを含む。 

５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

教育委員会 総務部 施設課 電話：５８２－２３６１ 
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２（２）中学校 

１ 施設の概要 

名 称 中学校 

施 設 数 

【門 司 区】  ７施設 

【小倉北区】  ９施設 

【小倉南区】 １４施設 

【若 松 区】  ６施設 

【八幡東区】  ７施設 

【八幡西区】 １５施設 

【戸 畑 区】  ４施設     計 ６２施設 

施 設 機 能 教室、図書室、保健室 等 

設 置 根 拠 北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
小学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、義務教育として行われる

普通教育を施すことを目的に設置している。 

沿 革 

昭和４０年～６０年代 生徒数の増加により中学校の新設が進む（７０校） 

昭和６２年以降    生徒数の減少により中学校の統合を実施 

（７０校→６２校） 

中長期プラン 北九州市子どもの未来をひらく教育プラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 ４６２，５１８ ㎡ （ 市所有面積 ４６２，５１８ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】 ６２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ２０施設  【実施済】 ４２施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ２０施設  【実施済】 １８施設  【未実施】 ２４施設 

３ 運営の状況 

管 理 形 態 市直営方式 

生 徒 数  ２４，２７２ 人 

学 級 数 ７９３ 学級 

学 校 規 模 

小 規 模（８学級以下）  １２ 施設 

適 正 規 模（９～２４学級）  ５０ 施設 

大 規 模（２５学級以上）   ０ 施設 
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４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １１１，００９ 千円       

支 出 

人 件 費 ５６０，３６４ 千円       

更新費・修繕費 １，６６５，６１７ 千円       

光 熱 水 費 ３２８，９０２ 千円       

委 託 料 １，１２９，３１８ 千円       

そ の 他 １，３５４，８９１ 千円       

合 計 ５，０３９，０９２ 千円       

（内数）ＰＦＩサービス購入料 １０１，４９６ 千円       

収 支 の 差 ▲４，９２８，０８３ 千円       

※収入には、学校施設目的外使用料及び私用光熱水費使用料、理科教育設備整備にかかる国庫補助金などを含む。 
※人件費には、校務員および学校事務員にかかる経費を計上。 
※委託料には、学校で発生する草刈・剪定のほか、耐震補強工事等にかかる工事監理業務を含む。 
※その他には、学校運営にかかる経費ほか、学校用地の借地料及び工事期間中のプレハブリース料などを含む。 

５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

教育委員会 総務部 施設課 電話：５８２－２３６１ 
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２（３）特別支援学校 

１ 施設の概要 

名 称 特別支援学校 

施 設 数 特別支援学校 （９施設） 

施 設 機 能 教室、図書室、保健室 等 

設 置 根 拠 北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 

視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者又は病弱者（身体虚弱者を含

む。）に対して、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を施すとともに、

障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能を授

けることを目的に設置している。 

沿 革 

昭和２２年 門司特別支援学校を開校 

昭和３６年 八幡特別支援学校を開校 

昭和４６年 小倉南特別支援学校を開校 

昭和４９年 企救・小池特別支援学校を開校 

昭和５３年 小倉北特別支援学校を開校 

昭和５７年 八幡西区特別支援学校を開校 

昭和６０年 北九州特別支援学校を開校 

平成１９年 北九州中央高等学園を開校 

中長期プラン 北九州市子どもの未来をひらく教育プラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 ４４，５２１ ㎡ （ 市所有面積 ４４，５２１ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】  ８施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【実施済】  ９施設 

耐 震 補 強  【不 要】  １施設  【実施済】  １施設  【未実施】  ７施設 

３ 運営の状況 

管 理 形 態 市直営方式 

児 童 数  １，０５９ 人 

学 級 数 ２４８ 学級 
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４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ２６，３５９ 千円       

支 出 

人 件 費 ３１，４７０ 千円       

更新費・修繕費 ４４，００１ 千円       

光 熱 水 費 ９２，５２１ 千円       

委 託 料 ２７７，７９５ 千円       

そ の 他 １６１，６８０ 千円       

合 計 ６０７，４６７ 千円       

収 支 の 差 ▲５８１，１０８ 千円       

※収入には、学校施設目的外使用料及び私用光熱水費使用料、特別支援学校に配置する看護師等に対する国庫補助金などを含む。
※人件費には、校務員および学校事務員にかかる経費を計上。 
※委託料には、学校で発生する草刈・剪定のほか、耐震補強工事等にかかる工事監理業務を含む。 
※その他には、電話料や複写機の使用料のほか、学校用地の借地料及び工事期間中のプレハブリース料などを含む。 

５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

教育委員会 総務部 施設課 電話：５８２－２３６１ 
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２（４）高等学校等 

１ 施設の概要 

名 称 高等学校、専修学校、各種学校 

施 設 数 

高等学校 

戸畑高等専修学校 

高等理容美容学校       計 ３施設 

施 設 機 能 教室、図書室、保健室 等 

設 置 根 拠 北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 

【高等学校】 

中学における教育の基礎の上に、心身の発達及び進路に応じて、高度な普通教育及

び専門教育を施すことを目的に設置している。 

【専修学校】 

職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し、又は教養の向上を図ることを目的に

設置している。 

沿 革 

昭和３８年 北九州市立戸畑商業高等学校（現：北九州市立高等学校）が開校 

平成１６年 高等理容美容学校が現在地に新築移転 

平成１９年 北九州市立戸畑商業高等学校から北九州市立高等学校へ改称 

      戸畑高等専修学校が現在地に新築移転 

中長期プラン 北九州市子どもの未来をひらく教育プラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 ２２，９７２ ㎡ （ 市所有面積 ２２，９７２ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】  ２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  １施設  【実施済】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  １施設  【未実施】  ２施設 
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３ 運営の状況 

管 理 形 態 市直営方式 

生 徒 数  ８７２ 人 

学 級 数 ２８ 学級 

入 学 料 等 

【高等学校】 

＜入学料＞ ５，５５０円 

＜授業料＞ ９，９００円（月額） 

＜手数料＞ ２，１００円（入学者の選考） 

        ２００円（卒業証明書等 各１枚あたり） 

【専修学校、各種学校】 

＜入学料＞ ２，０００円 

＜授業料＞ ４，８００円（月額） 

＜手数料＞ １，５００円（入学者の選考） 

        ２００円（卒業証明書等 各１枚あたり） ※専修学校のみ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等         ９５，１８４ 千円 

支 出 

人 件 費 ９６，４１２ 千円 

更新費・修繕費 ８８，３５５ 千円 

光 熱 水 費 ２１，５７９ 千円 

委 託 料 ３４，８９５ 千円 

そ の 他         ９８，００７ 千円 

合 計        ３３９，２４８ 千円 

収 支 の 差 ▲２４４，０６４ 千円       

※収入には、学校施設目的外使用料及び私用光熱水費使用料のほか、高等学校授業料にかかる交付金などを含む。
※人件費には、校長・教頭および校務員等にかかる経費を計上。 
※委託料には、学校で発生する草刈・剪定のほか、耐震補強工事等にかかる工事監理業務などを含む。 
※その他には、電話料や複写機の使用料のほか、高等理容美容学校の施設管理費（負担金）などを含む。 

17



５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

教育委員会 総務部 施設課 電話：５８２－２３６１ 
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２（５）その他学校施設 

１ 施設の概要 

名 称 その他学校施設 

施 設 数 

旧風師中学校 

給食会館 

教職員住宅 

学校寄宿舎ひびき寮 

教育センター 

高等学校生徒寮      計 ６施設 

設 置 根 拠 

北九州市立教育センター条例（教育センター） 

北九州市立学校給食会館条例（給食会館） 

※その他施設は、条例等なし 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １２，４４８ ㎡ （ 市所有面積 １２，４４８ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ６施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  １施設  【実施済】  ３施設  【未実施】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  １施設  【実施済】  ２施設  【未実施】  ３施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等          ９，１９５ 千円 

支 出 

人 件 費 ６４，３００ 千円 

更新費・修繕費 ５５３ 千円 

光 熱 水 費 １６，２６５ 千円 

委 託 料 ４４，３８３ 千円 

そ の 他         ３０，５１５ 千円 

合 計        １５６，０１６ 千円 

収 支 の 差 ▲１４６，８２１ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

旧風師中学校 教育委員会 総務部 施設課 電話：５８２－２３６１ 

給食会館 教育委員会 学務部 学校保健課 電話：５８２－２３８１ 

教職員住宅 教育委員会 学務部 教職員課 電話：５８２－２３７２ 

学校寄宿舎ひびき寮 教育委員会 総務部 総務課 電話：５８２－２３５２ 

教育センター 教育委員会 指導部 教育センター 電話：６４１－１７７５ 

高等学校生徒寮 教育委員会 指導部 指導企画課 電話：５８２－２３６７ 
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３（１）生涯学習センター 

１ 施設の概要 

名 称 生涯学習総合センター、生涯学習センター、分館、婦人会館 

施 設 数 

生涯学習総合センター （２施設） 

生涯学習センター   （５施設） 

生涯学習センター分館 （２施設） 

婦人会館 

旧生涯学習センター         計 １１施設 

施 設 機 能 フロア、調理室、和室、会議室、美術工芸室、視聴覚室 等 

設 置 根 拠 北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 

市民の新たな学習ニーズに対応する人材育成、調査研究、情報受発信、学習相談等

の機能を集約・強化した拠点として「生涯学習総合センター」を、多様な学習活動

の場として各区に「生涯学習センター」を設置している。 

沿 革 

旧５市において、地域公民館の設置による市民参加型の社会教育活動を実施。 

昭和４０年 市マスタープランで「１中学校区１公民館」の整備を位置づけ 

昭和４３年 条例で各区への中央公民館設置を規定 

平成１５年 中央公民館を生涯学習センターに変更、小倉北区に総合センターを設置

      総合センターと併設して婦人会館を設置 

平成２５年 八幡西区に総合センターを設置  ※旧八幡西センターは廃止 

中長期プラン 北九州市生涯学習推進計画（平成２３年度～２７年度） 

２ 建物の状況 

総延床面積 ２４，６７２ ㎡ （ 市所有面積 ２４，６７２ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】 １０施設  【単 体】  １施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ６施設  【実施済】  ４施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ７施設  【実施済】  ３施設  【未実施】  １施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
【生涯学習総合センター・婦人会館】９時～２２時 

【生涯学習センター】       ９時～２２時 

休 館 日 

【生涯学習総合センター・婦人会館】年末年始 

【生涯学習センター】 月曜日（その日が国民の祝日に関する法律に規定する休日

に当たるときは、その翌日）及び年末年始 

利 用 料 金 

利用時間が午前・午後・夜間の１日３区分にされている。 

【１区分あたりの使用料】 

大ホール ＜午前＞３，６００円～ ８，６００円 

     ＜午後＞５，７００円～１３，８００円 

     ＜夜間＞７，２００円～１７，２００円 

その他  ＜午前＞  １８０円～   ７００円 

      ＜午後＞  ３５０円～ １，１００円 

＜夜間＞  ５５０円～ １，８００円 

※市外居住者が使用する場合は、規定使用料の２倍額となる。 

料金の減免 
市内の社会教育団体等がその目的のために使用する場合は、使用する部屋に応じて

使用料が５割～１０割減免される。

管 理 形 態 市直営方式 

利 用 者 数 
延べ ６１８，８９４ 人 

※小倉南生涯学習センター内の「企救こどもと母のとしょかん」については図書館で計上

平均稼働率 ３６．１ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １２，０７１ 千円       

支 出 

人 件 費 １６５，５００ 千円       

更新費・修繕費 ９，７２０ 千円       

光 熱 水 費 ５５，７５３ 千円       

委 託 料 １５６，７８７ 千円       

そ の 他 ３，０１１ 千円       

合 計 ３９０，７７１ 千円       

収 支 の 差 ▲３７８，７００ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ６１１ 円        

※収入には、施設使用料及び器具使用料、冷暖房使用料などを含む。 
※その他には、電話料や複写機の使用料のほか、施設賃借料などを含む。 
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

教育委員会 生涯学習部 生涯学習課  電話：５８２－２３８５ 
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３（２）市民センター 

１ 施設の概要 

名 称 市民センター、市民サブセンター 

施 設 数 

市民センター   （１２９施設） 

市民サブセンター   （５施設） ※市所有以外建物２施設含む 

 計 １３４施設 

施 設 機 能 市民ホール、多目的ホール、調理室、会議室、和室 等 

設 置 根 拠 北九州市市民センター条例 

設 置 目 的 

市民センターは、小学校区単位を基本に、地域住民による福祉活動、住民の交流、

生涯学習活動等の拠点施設として設置している。 

また、市民センターが設置されていない小規模校区等については、市民センターの

補完機能を持つ市民サブセンターを整備している。 

沿 革 

昭和２１年  文部次官通牒により「公民館」の設置が提唱される 

昭和４０年  市立公民館の整備開始（中学校区に１館） 

平成 ６年  市民福祉センターの整備開始（小学校区に１館、公民館のない校区）

平成１７年  公民館と市民福祉センターの名称を統一し、市民センターとする 

（旧公民館５７館、旧市民福祉センター７１館） 

平成２０年  市民サブセンターの整備開始 

中長期プラン なし 

２ 建物の状況 

総延床面積 ９３，３６０ ㎡ （ 市所有面積 ９２，９０６ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】 ３２施設  【単 体】１０２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ９８施設  【実施済】 ２９施設  【未実施】  ７施設 

耐 震 補 強  【不 要】１１７施設  【実施済】  ６施設  【未実施】 １１施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
月～金曜日：９時～２２時 

土曜日  ：９時～１７時  ※一部の施設を除く 

休 館 日 日曜日、祝日及び年末年始  ※一部の施設を除く 

利 用 料 金 

利用時間が午前・午後・夜間の１日３区分にされている。 

【１区分あたりの使用料】 

多目的ホール ＜午前＞  ５５０円～  ７００円 

       ＜午後＞  ７００円～１，１００円 

       ＜夜間＞１，１００円～１，８００円 

和室・調理室 ＜午前＞  ３５０円 

        ＜午後＞  ６００円 

＜夜間＞  ９００円 

その他の室  ＜午前＞  １８０円 

        ＜午後＞  ３５０円 

＜夜間＞  ５５０円 

※市外居住者が使用する場合は、規定使用料の２倍額となる。 

料金の減免 

市の主催により使用するときは、各室使用料、器具使用料及び冷暖房使用料が免除

される。市の共催により使用するときや、まちづくり協議会・社会福祉団体・社会

教育関係団体等がその目的のために使用するときは、各室使用料、器具使用料が免

除される。

管 理 形 態 
市直営方式 

※館長は市嘱託職員、管理運営の一部を地元まちづくり協議会へ委託 

利 用 者 数 延べ ５，２２４，００１ 人 

平均稼働率 ４３．９ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ６９，５２４ 千円       

支 出 

人 件 費 ５９７，６５８ 千円       

更新費・修繕費 ４３，４９０ 千円       

光 熱 水 費 ２７８，３１１ 千円       

委 託 料 ７３６，６３８ 千円       

そ の 他 ８１，０６１ 千円       

合 計 １，７３７，１５８ 千円        

収 支 の 差 ▲１，６６７，６３４ 千円        

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ３２０ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 市民部 地域振興課  電話：５８２－２１１１ 
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３（３）男女共同参画施設 

１ 施設の概要 

名 称 男女共同参画センター（ムーブ）、勤労婦人センター（レディス） 

施 設 数 
男女共同参画センター 

勤労婦人センター  （２施設）   計 ３施設 

施 設 機 能 ホール、講習室、セミナールーム、和室、調理室、体育室、託児室 等 

設 置 根 拠 
北九州市立男女共同参画センター条例、 

北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 

市民の男女共同参画社会の形成に関する理解を深め、並びに市民及び民間の団体に

よる男女共同参画社会の形成の推進に関する取組を支援することにより、男女共同

参画社会の形成の推進を図る。 

沿 革 

昭和５２年 西部勤労婦人センター開館 

昭和６２年 東部勤労婦人センター開館 

平成 ４年 「北九州市総合女性センター（仮称）」基本構想を策定 

平成 ７年 北九州市立女性センター開所 

平成１４年 「女性センター」を「北九州市立男女共同参画センター」に改称 

中長期プラン 第３次北九州市男女共同参画基本計画（平成２６年度～平成３０年度） 

２ 建物の状況 

総延床面積 １５，３２２ ㎡ （ 市所有面積 １５，３２２ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】  ２施設 

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ２施設  【実施済】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ３施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

【男女共同参画センター】９時３０分～２１時３０分 

【勤労婦人センター】  火～土曜日：９時～２１時 

日曜日  ：９時～１７時 

休 館 日 
【男女共同参画センター】所内整理日及び年末年始 

【勤労婦人センター】月曜日（その日が祝日にあたるときはその翌日も休館）・祝日及び年末年始

利 用 料 金 

利用時間が午前・午後・夜間の１日３区分にされている。 

【１区分あたりの使用料】 

ホール  ＜午前＞１０，５００円～２５，１００円 

     ＜午後＞１６，７００円～４０，２００円 

     ＜夜間＞１７，６００円～４２，２００円 

※ホールは、男女共同参画センターのみ 

その他  ＜午前＞ ４００円～ ６，３００円 

      ＜午後＞ ５００円～１０，１００円 

＜夜間＞ ６００円～１０，６００円 

体育室等の共用利用 ＜１人１回２時間以内＞ ５０円～３００円 

料金の減免 
市が主催・共催の場合や認定団体が使用する場合に、使用目的に応じて５割から 

１０割減免される。

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ４５７，０４５ 人 

平均稼働率 ４７．１ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ４４，１７０ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ３２，３０９ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ３０５，３８３ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ３３７，６９２ 千円        

（内数）指定管理料 ３０５，３８３ 千円       

収 支 の 差 ▲２９３，５２２ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ６４２ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

子ども家庭局 男女共同参画推進部 男女共同参画推進課  電話：５８２－２４０５ 
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３（４）勤労青少年ホーム 

１ 施設の概要 

名 称 勤労青少年ホーム 

施 設 数 
勤労青少年ホーム（門司・若松・八幡西） 

計 ３施設 

施 設 機 能 体育室、料理室、和室、音楽室、集会室 等 

設 置 根 拠 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 

勤労青少年に対して、各種の相談に応じ、及び必要な指導を行ない、勤労の余暇に

行われる活動のための便宜を供与するほか若者の居場所づくりや社会活動への参加

の促進、多様な世代や地域の人々との交流の促進、キャリア形成支援、情報発信な

ど勤労青少年の福祉に関する事業を総合的に行なう場として設置している。 

沿 革 

昭和３６～５８年 八幡東、小倉、若松、門司、八幡西勤労青少年ホームの順に 

設置 

平成１３年    小倉勤労青少年ホームを廃止 

平成１８年    八幡東勤労青少年ホームを廃止 

中長期プラン なし 

２ 建物の状況 

総延床面積 ４，０５４ ㎡ （ 市所有面積 ４，０５４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ３施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  １施設  【実施済】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  １施設  【未実施】  ２施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 月～土曜日：１０時～２１時 

休 館 日 日曜日、休日及び年末年始 

利 用 料 金 

利用は、いずれも３時間以内 

料理室 １，０００円 

体育室 ＜専用＞  ２，０００円～３，０００円 

    ＜共用＞  ５０円～１５０円 

その他 ＜５０㎡未満の室＞ ６００円 

     ＜５０㎡以上の室＞ ８００円 

料金の減免 

３５歳までは、勤労青少年登録をするとクラブ・サークル活動などでの施設の利用

料が無料になる。 

※「年長者施設利用証」、「身体障害者手帳」等の提示で利用料が無料 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ９７，５２２ 人 

平均稼働率 ３４．２ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ５８ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 １，９６４ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ７４，０００ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ７５，９６４ 千円        

（内数）指定管理料 ７４，０００ 千円       

収 支 の 差 ▲７５，９０６ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ７７８ 円        

※当該施設は、利用料金制度（施設使用料は指定管理者の収入となる）を導入しているため、その分の収入は計上していない。
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

保健福祉局 総務部 総務課  電話：５８２－２４０３ 
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３（５）年長者いこいの家 

１ 施設の概要 

名 称 年長者いこいの家 

施 設 数 

【門 司 区】 １３施設 

【小倉北区】 ２９施設 

【小倉南区】 ２８施設 

【若 松 区】 １６施設 

【八幡東区】 １５施設 

【八幡西区】 ４５施設 

【戸 畑 区】 １４施設      計 １６０施設 

※平成２６年７月３１日付で、１館廃止 

施 設 機 能 和室 等 

設 置 根 拠 なし ※要綱により設置 

設 置 目 的 地域の高齢者の教養・レクリエーション活動等を行う場として設置している。 

沿 革 

昭和４７年 設置開始 

昭和５８年 新中期計画（昭和５５年～５９年度）の目標としていた１５０館を超

え、１５４館設置（うち民間１９館） 

平成 ９ 年 新設・建替えを凍結 

（施設数１８６施設：市立１６７施設、民間１９施設） 

中長期プラン なし 

２ 建物の状況 

総延床面積 ６，８１３ ㎡ （ 市所有面積 ６，８１３ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ３施設  【単 体】１５７施設 

主 な 構 造 コンクリートブロック造 

耐 震 診 断 【不 要】 ６２施設  【未実施】 ９８施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ６２施設  【未実施】 ９８施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 原則、９時～１８時  ※施設ごとに異なる 

休 館 日 なし 

利 用 料 金 無料 

料金の減免 なし 

管 理 形 態 
市直営方式 

※運営は、地元住民で組織された「年長者いこいの家運営委員会」が実施 

利 用 者 数 延べ ２７８，８１８ 人 

平均稼働率 ４７．９ ％  ※日にち単位で集計 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ３４ 千円        

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ７，０５１ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ０ 千円       

そ の 他 ９，６００ 千円       

合 計 １６，６５１ 千円       

収 支 の 差 ▲１６，６１７ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ６０ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

保健福祉局 地域支援部 高齢者支援課 電話：５８２－２４０３ 
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３（６）地域交流センター 

１ 施設の概要 

名 称 地域交流センター 

施 設 数 

【門 司 区】 １施設 

【小倉北区】 ３施設 

【小倉南区】 ３施設 

【八幡西区】 ２施設     計 ９施設 

施 設 機 能 大集会室、会議室、和室、調理室 等 

設 置 根 拠 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
「人権を尊重したまちづくり」を推進する中心的役割を担う施設として設置してい

る。 

沿 革 

昭和３３年 小倉隣保館（現北方地域交流センター）より整備開始。 

平成１４年 市同和対策審議会の答申を踏まえ、「北九州市人権・同和行政の基本方

針」を策定。地域社会に開かれた施設として地域住民の交流を促進す

る観点から、名称を「地域交流センター」に改称。 

中長期プラン なし 

２ 建物の状況 

総延床面積 ９，７０４ ㎡ （ 市所有面積 ９，７０４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ４施設  【単 体】  ５施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ３施設  【実施済】  ６施設  【未実施】  ０施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ６施設  【実施済】  ２施設  【未実施】  １施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

月～金曜日：９時～２２時 

土曜日  ：９時～１７時 

※多目的ホールは１０時～２１時 

休 館 日 
日曜日、祝日及び年末年始 

※多目的ホールは１２月２９日から翌年の１月３日まで 

利 用 料 金 

利用時間が午前・午後・夜間の１日３区分、多目的ホールは１日４区分にされてい

る。 

【１区分あたりの使用料】 

多目的ホール ＜１０～１２時＞   １，１００円 

       ＜１２～１５時＞   １，６００円 

       ＜１５～１８時＞   １，６００円 

       ＜１８～２１時＞   １，９００円 

その他    ＜午前＞ １８０円～   ７００円 

        ＜午後＞ ３５０円～ １，１００円 

＜夜間＞ ５５０円～ １，８００円 

料金の減免 
市との共催、市内に事務所を有する社会福祉団体、社会教育団体、学校教育関係団

体、自治組織等がその目的のために使用する場合は、使用料が全額免除される。

管 理 形 態 市直営方式 

利 用 者 数 延べ １５１，２３９ 人 

平均稼働率 １８．９ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １，６３８ 千円        

支 出 

人 件 費 ２２８，２７６ 千円       

更新費・修繕費 １０，８８７ 千円       

光 熱 水 費 １７，７２２ 千円       

委 託 料 ３８，５３２ 千円       

そ の 他 ５４，２４８ 千円       

合 計 ３４９，６６５ 千円        

収 支 の 差 ▲３４８，０２７ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ２，３０１ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

保健福祉局 人権推進センター 同和対策課 電話：５８２－２４４０ 
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３（７）劇場・ホール 

１ 施設の概要 

名 称 劇場、音楽堂 

施 設 数 
北九州芸術劇場 

響ホール           計 ２施設 

施 設 機 能 ホール、会議室 等 

設 置 根 拠 北九州市芸術文化施設条例 

設 置 目 的 
優れた芸術文化を市民が享受する機会の拡大、新たな芸術文化の創造及び市民文化

の向上に資することを目的に設置している。 

沿 革 

平成 ５年 響ホールを設置 

平成１５年 北九州芸術劇場を設置 

中長期プラン 北九州市文化振興計画（平成２２年） 

２ 建物の状況 

総延床面積 ２１，３２９ ㎡ （ 市所有面積 ２１，３２９ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ２施設   

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ２施設   
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
【北九州芸術劇場】１０時～２２時 

【響ホール】    ９時～２２時 

休 館 日 年末年始 

利 用 料 金 

【北九州芸術劇場、響ホール】 

利用時間が午前・午後・夜間の１日３区分にされている。 

ホール  ＜午前＞   ３，４００円 ～ ５２，１００円 

     ＜午後＞   ８，２００円 ～１０９，４００円 

      ＜夜間＞  １０，２００円 ～１３６，８００円

料金の減免 
市または教育委員会との共催により使用する場合等は、使用料が５割～１０割減免

される。 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ３３３，５４１ 人 

平均稼働率 
５９．２％（うち、北九州芸術劇場大ホール ７２．３％、中劇場 ６５．６％、

小劇場 ７３．６％、響ホール ５０．５％）  

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ５０，９４４ 千円        

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ４，５８４ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 １，０８２，０３４ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 １，０８６，６１８ 千円       

（内数）指定管理料 １，０４７，１０５ 千円       

収 支 の 差 ▲１，０３５，６７４ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ３，１０５ 円        

40



５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 文化政策課 電話：５８２－２３９１ 
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３（８）アルモニーサンク 

１ 施設の概要 

名 称 アルモニーサンク（旧九州厚生年金会館） 

施 設 数 アルモニーサンク（旧九州厚生年金会館） 

施 設 機 能 ホール、リハーサル室 ※ホテル併設 

設 置 根 拠 なし 

設 置 目 的 なし 

沿 革 
平成２２年 国の方針により売却されることになった厚生年金会館を市民要望によ

り市が取得し、リニューアルして設置 

中長期プラン 北九州市文化振興計画（平成２２年） 

２ 建物の状況 

総延床面積 
２４，８６２ ㎡ （ 市所有面積 ２４，８６２ ㎡ ）※ホテル棟を含む全体 

※ソレイユホール ９，６１２ ㎡ （ 市所有面積 ９，６１２ ㎡ ） 

複合・単体の別 単 体 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 実施済 

耐 震 補 強 実施済 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 ９時～１８時（夜間に催事があるときは、終了時まで） 

休 館 日 年末年始及び不定休 

利 用 料 金 

利用時間が午前・午後・夜間の１日３区分にされている。 

ホール  ＜午前＞ ２０３，６８８円 ～２３０，４７２円 

     ＜午後＞ ２６３，４１２円 ～３４２，５７６円 

      ＜夜間＞ ３２８，２１２円 ～３７１，４１２円 

料金の減免 なし 

管 理 形 態 民間事業者に貸付 

利 用 者 数 延べ １６１，３９６ 人 

平均稼働率 ２３．４ ％（うち、ホールの稼働率 ３８．６ ％） 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １３，０００ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ６，８０６ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ０ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ６，８０６ 千円       

収 支 の 差 ６，１９４ 千円       
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 文化政策課 電話：５８２－２３９１ 

44



３（９）市民会館 

１ 施設の概要 

名 称 市民会館 

施 設 数 

市民会館（門司・若松・八幡・戸畑） 

黒崎文化ホール 

大手町練習場 

旧百三十銀行ギャラリー        計 ７施設 

施 設 機 能 ホール、リハーサル室、練習室、会議室、展示室 等 

設 置 根 拠 北九州市芸術文化施設条例 

設 置 目 的 
優れた芸術文化を市民が享受する機会の拡大、新たな芸術文化の創造及び市民文化

の向上に資することを目的に設置している。 

沿 革 

昭和３３年 門司市民会館及び八幡市民会館を設置 

昭和３４年 小倉市民会館を設置 

昭和３５年 戸畑市民会館を設置 

昭和６０年 若松市民会館を設置 

平成 ５年 大正４年に建設された旧百三十銀行の建物を旧百三十銀行ギャラリー

として利用開始 

平成１４年 戸畑市民会館をウェルとばた内に移転設置 

平成１５年 北九州芸術劇場を設置し、小倉市民会館を廃止 

平成２４年 西部地域の拠点施設として黒崎文化ホールを設置 

中長期プラン 北九州市文化振興計画（平成２２年） 

２ 建物の状況 

総延床面積 ３７，９０４ ㎡ （ 市所有面積 ３７，９０４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ３施設  【単 体】  ４施設 

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ４施設  【実施済】  ３施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ５施設  【未実施】  ２施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
【市民会館、黒崎文化ホール、大手町練習場】９時～２２時 

【旧百三十銀行ギャラリー】１０時～１８時 

休 館 日 年末年始 

利 用 料 金 

【市民会館、黒崎文化ホール】 

利用時間が午前・午後・夜間の１日３区分にされている。 

大ホール  ＜午前＞   ７，８００円 ～ ４７，５００円 

      ＜午後＞  １２，５００円 ～ ７６，０００円 

      ＜夜間＞  １５，６００円 ～ ９５，０００円 

【大手町練習場】 

利用時間が午前・午後・夜間の１日３区分にされている。 

練習室   ＜午前＞    ５５０円 ～ ４，２００円 

      ＜午後＞    ９００円 ～ ６，３００円 

      ＜夜間＞  １，１５０円 ～ ８，４００円 

※【旧百三十銀行ギャラリー】は展示室のみ  

１０時～１８時    ３，０００円 ～ ９，０００円 

料金の減免 
市または教育委員会との共催により使用する場合等は、使用料が５割～１０割減免

される。 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ５９３，６００ 人 

平均稼働率 
４７．６ ％（うち、戸畑市民会館大ホール ６５．９％、中ホール ７４．９％、

黒崎ひびしんホール大ホール ５８．５％、中ホール ６６．６％） 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １１７，８４０ 千円        

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ２，２３８ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ４８６，９０８ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ４８９，１４６ 千円        

（内数）指定管理料 ３４８，２６７ 千円       

（内数）ＰＦＩサービス購入料 １２４，０４２ 千円       

収 支 の 差 ▲３７１，３０６ 千円        

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ６２５ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 文化政策課 電話：５８２－２３９１ 
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３（１０）漫画ミュージアム 

１ 施設の概要 

名 称 漫画ミュージアム 

施 設 数 北九州市漫画ミュージアム（市所有以外建物） 

施 設 機 能 展示室 等 

設 置 根 拠 北九州市芸術文化施設条例 

設 置 目 的 

本市にゆかりのある漫画家の作品の展示、業績の紹介等を行うとともに、漫画等に

関する人材の育成及び漫画等を通じた市民の交流の場の提供を行うことにより、優

れた芸術文化を市民が享受する機会の拡大及び新たな芸術文化の創造に資すること

を目的に設置している。 

沿 革 平成２４年 漫画ミュージアムを設置 

中長期プラン 北九州市文化振興計画（平成２２年） 

２ 建物の状況 

総延床面積 ２，３３１ ㎡ （ 市所有面積 ０ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設 

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  １施設  
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
１１時～１９時 

※夏休み等は１１時～２０時 

休 館 日 年末年始、火曜日  ※夏休み等は無休で開館 

利 用 料 金 

 常設展観覧料 ＜小 学 生＞  １００円 

        ＜中・高校生＞  ２００円 

        ＜一   般＞  ４００円 

 ※企画展は別途料金が必要 

料金の減免 

市または教育委員会との共催、教育委員会が認定した団体がその目的のために使用

する場合等は、使用料が５割～１０割減免される。 

※「年長者施設利用証」の提示で、漫画ミュージアムの観覧料が２割引

管 理 形 態 市直営方式 

利 用 者 数 延べ １０２，５４７ 人 

平均稼働率 ８４．２ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ２８，０３５ 千円       

支 出 

人 件 費 ６９，７４９ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ４，８２２ 千円       

委 託 料 ４５，４４８ 千円       

そ の 他 ５，３５６ 千円       

合 計 １２５，３７５ 千円       

収 支 の 差 ▲９７，３４０ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ９５０ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 漫画ミュージアム 電話：５１２－５０７７ 
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４（１）美術館・博物館等 

１ 施設の概要 

名 称 美術館、博物館、文学館、史料館 

施 設 数 

美術館（本館・分館・黒崎市民ギャラリー）、自然史・歴史博物館、 

文学館、松本清張記念館、長崎街道木屋瀬宿記念館、 

現代美術センター・ＣＣＡ北九州（一部、市所有以外建物）、 

埋蔵文化財センター                 計 ９施設 

施 設 機 能 展示室 等 

設 置 根 拠 
北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

北九州市立埋蔵文化財センター条例 

設 置 目 的 

作品・資料の展示・保存・研究等を行うとともに、市民の文化活動を支援すること

により、市民の文化活動を支援することにより、芸術、文化等の発展向上に寄与す

ることを目的としている。 

沿 革 

昭和４９年 美術館を設置 ※アネックス部分は昭和６２年 

平成 ９年 現代美術センター・ＣＣＡ北九州を設置 

平成１０年 北九州市出身の作家・松本清張の七回忌に松本清張記念館を設置 

平成１３年 長崎街道木屋瀬宿記念館を設置 

平成１４年 それぞれ別施設であった歴史博物館、考古博物館、自然史博物館を集 

約・統合し自然史・歴史博物館を設置 

考古博物館だった建物に埋蔵文化財センターを設置 

平成１５年 美術館（分館）を設置 

平成１８年 歴史博物館だった建物を改修し文学館を設置

平成２５年 黒崎市民ギャラリーを設置 

中長期プラン 北九州市文化振興計画（平成２２年） 

２ 建物の状況 

総延床面積 ４２，２１６ ㎡ （ 市所有面積 ４１，４５２ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ３施設  【単 体】  ６施設 

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ６施設  【実施済】  ２施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ７施設  【未実施】  ２施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

【美術館（本館）】９時３０分～１７時３０分 

【美術館（分館）】１０時～２０時 

【黒崎市民ギャラリー】９時～１９時 

【自然史・歴史博物館】９時～１７時 

【文学館】９時３０分～１８時 

【長崎街道木屋瀬宿記念館】９時～１７時３０分（ホール、和室：９時～２２時） 

【松本清張記念館】９時３０分～１８時 

休 館 日 

【美術館、文学館、長崎街道木屋瀬宿記念館 等】月曜日及び年末年始 

【美術館（分館）、自然史・歴史博物館 等】年末年始 

【松本清張記念館】年末のみ 

利 用 料 金 

【美術館（本館）】             １５０円 

【美術館（分館、黒崎市民ギャラリー】】  展覧会によって異なります。 

【自然史・歴史博物館、松本清張記念館】  ５００円 

【文学館、長崎街道木屋瀬宿記念館】    ２００円 

【現代美術センター・ＣＣＡ北九州、埋蔵文化財センター】  無料  

※美術館（本館）、自然史・歴史博物館、文学館については、常設展の料金 

※なお、美術館の施設、長崎街道木屋瀬宿記念館（ホール、和室）、松本清張記念館

（企画展示室、会議室）については、別途使用料が必要です。 

料金の減免 

※「年長者施設利用証」の提示で、美術館（本館・分館）、自然史歴史博物館（常

設展）は入館料が無料。文学館、長崎街道木屋瀬宿記念館、松本清張記念館は、

入館料を２割引

管 理 形 態 市直営方式 

利 用 者 数 延べ １，０８０，３５８ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ２７２，８９５ 千円       

支 出 

人 件 費 ４４３，７８０ 千円       

更新費・修繕費 ３２，７３９ 千円       

光 熱 水 費 １４７，０２６ 千円       

委 託 料 ４０４，２６１ 千円       

そ の 他 ５９，９０９ 千円       

合 計 １，０８７，７１５ 千円       

収 支 の 差 ▲８１４，８２０ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ７５４ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

美術館 

（本館・分館・黒崎市民ギャラリー）
市民文化スポーツ局 美術館 電話：８８２－７７７７

自然史・歴史博物館 市民文化スポーツ局 自然史・歴史博物館 電話：６８１－１０１１

文学館 市民文化スポーツ局 文学館 電話：５７１－１５０５

長崎街道木屋瀬宿記念館 
市民文化スポーツ局 

長崎街道木屋瀬宿記念館 
電話：６１９－１１４９

松本清張記念館 市民文化スポーツ局 松本清張記念館  電話：５８２－２７６１

埋蔵文化財センター 

現代美術センター・ＣＣＡ北九州
市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 文化振興課 電話：５８２－２３８９
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４（２）指定文化財 

１ 施設の概要 

名 称 指定文化財 

施 設 数 

火野葦平旧居河伯洞 

旧高崎家住宅（伊馬春部生家） 

森 外旧居 

東田第一高炉 

立場茶屋銀杏屋 

菜園場窯覆屋 

寿命の唐戸（水門）        計 ７施設 

設 置 根 拠 北九州市文化財保護条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ５，２６１ ㎡ （ 市所有面積 ５，２６１ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ７施設 

主 な 構 造 木造 

耐 震 診 断 【不 要】  ３施設  【未実施】  ４施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ３施設  【未実施】  ４施設 

管 理 形 態 
【菜園場窯覆屋、寿命の唐戸（水門）】市直営方式 

【その他の施設】外部団体等に管理委託 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等              ０ 千円 

支 出 

人 件 費 ０ 千円 

更新費・修繕費 ２，５４８ 千円 

光 熱 水 費 ７８８ 千円 

委 託 料 １０，８８２ 千円 

そ の 他            ２４１ 千円 

合 計         １４，４５９ 千円 

収 支 の 差 ▲１４，４５９ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

菜園場窯覆屋 
寿命の唐戸（水門） 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 文化振興課 電話：５８２－２３８９ 

その他の施設 市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 文化政策課 電話：５８２－２３９１ 
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４（３） 図書館 

１ 施設の概要 

名 称 図書館 

施 設 数 

中央図書館 

地区図書館（５施設） 

分館（１１施設）    ※市所有以外建物１施設含む 

国際友好記念図書館 

視聴覚センター 

旧戸畑図書館           計 ２０施設 

施 設 機 能 書架、閲覧室、学習室 等 

設 置 根 拠 北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 

市民が日常の生活などで直面する様々な課題に対して、その解決を支援する相談・

情報提供の充実に取り組むとともに、各地域で実施されている生涯活動の拠点とし

てのサービスを提供することを目的として設置している。 

沿 革 

昭和３０年代   八幡・戸畑・門司図書館を改築 

昭和４０～５０年代  中央図書館、大里・勝山・企救・大池・島郷・八幡東・戸畑 

・折尾分館を設置 

昭和６０年代   八幡南分館を設置 

平成７～１９年  国際友好記念図書館、曽根分館、新門司分館を設置 

若松図書館を移転 

平成２４年    八幡西図書館を設置 

平成２５年    大池分館を廃館 

平成２６年    戸畑図書館を移転  

中長期プラン これからの図書館のあり方について 

２ 建物の状況 

総延床面積 ２４，６２３ ㎡ （ 市所有面積 ２４，２９３ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】 １３施設  【単 体】  ７施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ９施設  【実施済】  ８施設  【未実施】  ３施設 

耐 震 補 強  【不 要】 １１施設  【実施済】  ２施設  【未実施】  ７施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
火～金曜日   ：９時３０分～１９時 

土・日曜日、祝日：９時３０分～１８時 

休 館 日 月曜日、年末年始及び館内整理日（原則、毎月末日） 

利 用 料 金 なし 

貸 出 冊 数 

及 び 期 限 

【雑誌・図書】 １人１０冊以内、２週間まで貸出 

【ＣＤ・ＤＶＤ】１人２点以内、２週間まで貸出 

※ＣＤ・ＤＶＤの貸出は、八幡西図書館、戸畑図書館のみ 

管 理 形 態 

【中央図書館、分館（勝山・企救・曽根）、視聴覚センター】市直営方式 

【大池分館、旧戸畑図書館】その他 

【その他の施設】指定管理者方式 

蔵 書 数 １，８５８，２７１冊（視聴覚資料を含む） 

来 館 者 数 延べ ２，５９２，８０６人 

登 録 者 数 ２９２，５６９人 

貸 出 者 数 延べ ９８６，３１１人 

貸 出 冊 数 延べ ３，８７９，５１８冊（視聴覚資料を含む） 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ９，９４７ 千円       

支 出 

人 件 費 １７９，７２８ 千円       

更新費・修繕費 ５，２１５ 千円       

光 熱 水 費 １７，６９７ 千円       

委 託 料 ５８５，１０７ 千円       

そ の 他 １９，４０７ 千円       

合 計 ８０７，１５４ 千円       

（内数）指定管理料 ３１３，６６７ 千円       

（内数）ＰＦＩサービス購入料 １１６，４０５ 千円       

収 支 の 差 ▲７９７，２０７ 千円       

貸出者一人あたりのコスト（支出－収入） ８０８ 円        

※収入には、目的外使用料及び駐車場使用料収入等を含む。 
※委託料には、庁舎管理業務及び図書の集配業務のほか、指定管理料などを含む。 
※その他には、電話料や複写機の使用料のほか、施設管理費（負担金）などを含む。 
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

教育委員会 中央図書館 庶務課  電話：５７１－１４８１ 
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４（４）青少年の家 

１ 施設の概要 

名 称 青少年の家 

施 設 数 

少年自然の家（もじ・かぐめよし・たしろ） 

足立青少年の家 

玄海青年の家 

畑キャンプセンター 

夜宮青少年センター 

ユースステーション       計 ８施設 

施 設 機 能 研修室、体育館、宿泊室、食堂 等 

設 置 根 拠 北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
青少年の指導者の研修、青少年の宿泊研修その他により青少年の健全な育成を図る

ために設置している。 

沿 革 

昭和４０年代 玄海青年の家、かぐめよし少年自然の家、夜宮青少年センターの順

に設置 

昭和５０年代 たしろ少年自然の家、もじ少年自然の家の順に設置 

 足立青少年の家を改築 

平成１０年  畑キャンプセンターを設置 

平成２５年  ユースステーションを設置 

平成２６年  たしろ少年自然の家休止 

中長期プラン なし 

２ 建物の状況 

総延床面積 １８，４６２ ㎡ （ 市所有面積 １８，４６２ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】  ７施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ２施設  【実施済】  １施設  【未実施】  ５施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ３施設  【未実施】  ５施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

【もじ・かぐめよし少年自然の家、玄海青年の家】９時～１７時  

【足立青少年の家、畑キャンプセンター、夜宮青少年センター】９時～２２時 

【ユースステーション】月～金曜日   ：１３～２１時 

土・日曜日、祝日：１０～２１時 

休 館 日 

年末年始 

※畑キャンプセンター、足立青少年の家、夜宮青少年センターは月曜日及び祝日も休館

※もじ少年自然の家は年始のみ休館 

利 用 料 金 

【畑キャンプセンター、ユースステーションを除く６施設】 

宿泊料は、年齢に応じて３区分にされている。  

 宿泊料   ＜１人１泊＞  １００円～ ５００円 

【畑キャンプセンター】 

 宿泊料は、年齢に応じて３区分にされている。 

 宿泊料   ＜１人１泊＞  ５００円～ １，０００円 

※バンガロー、常設テント、フリーテントは除く 

料金の減免 
※「年長者施設利用証」の提示で、宿泊するときの施設使用料（ユースステーショ

ンは施設使用料）が２割引

管 理 形 態 
【もじ・かぐめよし少年自然の家、玄海青年の家】指定管理者方式 

【その他の施設】市直営方式 

利 用 者 数 延べ ３２９，５７６ 人 

平均稼働率 ２７．９ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １３，６８５ 千円       

支 出 

人 件 費 ２７１，８６８ 千円       

更新費・修繕費 １２，８７８ 千円       

光 熱 水 費 ３７，４０８ 千円       

委 託 料 ４４，１８５ 千円       

そ の 他 ５１，５９４ 千円       

合 計 ４１７，９３３ 千円       

（内数）指定管理料 ２１５，１２１ 千円       

収 支 の 差 ▲４０４，２４８ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） １，２２６ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

子ども家庭局 子ども家庭部 青少年課 電話：５８２－２３９２ 
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４（５）青少年キャンプ場 

１ 施設の概要 

名 称 キャンプ場 

施 設 数 

矢筈山キャンプ場 

足立キャンプ場 

堀越キャンプ場 

しょうぶ谷キャンプ場 

帆柱キャンプ場 

金比羅キャンプ場      計 ６施設 

施 設 機 能 テントサイト、炊事場、ファイヤー場 等 

設 置 根 拠 なし 

設 置 目 的 
青少年の指導者の研修、青少年の宿泊研修その他により青少年の健全な育成を図る

ために設置している。 

沿 革 

昭和３２年  帆柱キャンプ場を設置 

昭和４０年代 矢筈山キャンプ場、足立キャンプ場、金比羅キャンプ場を設置 

昭和５０年代 しょうぶ谷キャンプ場を設置 

昭和６１年  堀越キャンプ場を設置 

中長期プラン なし 

２ 建物の状況 

総延床面積 ４１３ ㎡ （ 市所有面積 ４１３ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ６施設 

主 な 構 造 木造 

耐 震 診 断 【不 要】  ３施設  【未実施】  ３施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ３施設  【未実施】  ３施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 年中 

休 館 日 休館日なし 

利 用 料 金 なし 

料金の減免 なし

管 理 形 態 市直営方式 

利 用 者 数 延べ １３，８８８ 人 

平均稼働率 １６．０ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ０ 千円       

支 出 

人 件 費 １７６ 千円       

更新費・修繕費 ６５ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ９，３１６ 千円       

そ の 他 ４１５ 千円       

合 計 ９，９７２ 千円       

収 支 の 差 ▲９，９７２ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ７１８ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

子ども家庭局 子ども家庭部 青少年課 電話：５８２－２３９２ 
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４（６）児童文化施設 

１ 施設の概要 

名 称 児童文化施設 

施 設 数 
こども文化会館 

児童文化科学館     計 ２施設 

施 設 機 能 集会室、児童劇場 等 

設 置 根 拠 北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
グループ活動の指導者の育成等の事業を行うことにより、児童文化の向上を図るた

めに設置している。 

沿 革 

昭和３５年 児童文化センターを設置 

昭和４５年 児童文化センターに宇宙科学館を増築 

昭和５４年 こども文化会館を設置 

昭和５７年 児童文化センターの名称を児童文化科学館に変更 

中長期プラン なし 

２ 建物の状況 

総延床面積 ６，８０４ ㎡ （ 市所有面積 ６，８０４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【実施済】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  １施設  【未実施】  １施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

９時～１７時 

※こども文化会館については、児童文化活動にたずさわっている大人が研修や訓練

の場として利用する場合は、２１時まで利用可能 

休 館 日 月曜日、年末年始 

利 用 料 金 

【児童文化科学館】 

入場料は年齢に応じて３区分、使用料は午前・午後の１日２区分にされている。 

展示室・プラネタリウム １人１回 

 ＜一 般＞  ３００円 （展示室のみ １００円） 

  ＜中・高校生＞  ２００円 （展示室のみ  ７０円） 

  ＜小 学 生＞  １５０円 （展示室のみ  ５０円） 

 大集会室   ＜午前＞   ７００円 

        ＜午後＞ １，１００円 

【こども文化会館】 

 使用料は午前・午後・夜間の１日３区分にされている。 

  児童劇場    ＜午前＞ １，８００円～ ２，１００円 

          ＜午後＞ ３，６００円～ ４，３００円 

          ＜夜間＞ ４，５００円～ ５，４００円 

料金の減免 なし 

管 理 形 態 市直営方式 

利 用 者 数 延べ １５９，９１５ 人 

平均稼働率 ４５．３ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ６，４００ 千円       

支 出 

人 件 費 ５９，５８５ 千円       

更新費・修繕費 １，３７２ 千円       

光 熱 水 費 １４，２８７ 千円       

委 託 料 ５１，４９５ 千円       

そ の 他 ６，２２８ 千円       

合 計 １３２，９６７ 千円       

収 支 の 差 ▲１２６，５６７ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ７９１ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

子ども家庭局 子ども家庭部 青少年課 電話：５８２－２３９２ 
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４（７）環境施設 

１ 施設の概要 

名 称 環境施設 

施 設 数 

環境ミュージアム、エコタウンセンター、響灘ビオトープ、 

環境科学研究所、アジア低炭素化センター、北九州市ほたる館、 

香月・黒川ほたる館、水環境館（市所有以外建物）、 

スマートコミュニティセンター（市所有以外建物）、 

水素実証住宅 F棟（市所有以外建物）           計 １０施設 

設 置 根 拠 

北九州市環境ミュージアム条例（環境ミュージアム） 

北九州市エコタウンセンター条例（エコタウンセンター） 

北九州市響灘ビオトープ条例（響灘ビオトープ） 

北九州市ほたる館条例（北九州市ほたる館、香月・黒川ほたる館） 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例（水環境館） 

※その他施設は、条例等なし 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １５，１９５ ㎡ （ 市所有面積 １３，７１０ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ４施設  【単 体】  ６施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ７施設  【実施済】  ３施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ９施設  【未実施】  １施設 

管 理 形 態 
【環境ミュージアム、水環境館、エコタウンセンター、北九州市ほたる館 】指定管理者方式 

【その他の施設】市直営方式 

利 用 者 数 延べ ３７５，５６４ 人 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １３，７８６ 千円       

支 出 

人 件 費 ２９，０００ 千円       

更新費・修繕費 ４，８４１ 千円       

光 熱 水 費 ３７，０７６ 千円       

委 託 料 ２５６，６２４ 千円       

そ の 他 ５，４８８ 千円       

合 計 ３３３，０２９ 千円       

（内数）指定管理料 １６２，５２０ 千円       

収 支 の 差 ▲３１９，２４３ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ８５０ 円        
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

環境ミュージアム 環境局 環境政策部 環境学習課 電話：５８２－２７８４ 

アジア低炭素化センター 環境局 環境国際戦略室 環境国際戦略課 電話：５８２－３８０４ 

環境科学研究所 環境局 環境科学研究所 電話：８８２－０３３３ 

水環境館 
北九州市ほたる館 
香月・黒川ほたる館 

建設局 河川部 水環境課 電話：５８２－２４９１ 

その他の施設 環境局 環境未来都市推進室 電話：５８２－２２３８ 
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４（８）その他社会教育系施設 

１ 施設の概要 

名 称 文書館、交通安全センター、収蔵庫 

施 設 数 

文書館 

交通安全センター 

埋蔵文化財古城収蔵庫 

旧道原小学校（埋蔵文化財保存倉庫） 

埋蔵文化財浜町収蔵庫 

新門司複合公共施設（共用部分）          計 ６施設 

設 置 根 拠 

北九州市立文書館条例 

北九州市立交通安全センター条例 

※その他施設は、条例等なし 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ９，５７３ ㎡ （ 市所有面積 ９，５７３ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ２施設  【単 体】  ４施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ３施設  【未実施】  ３施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ３施設  【未実施】  ３施設 

管 理 形 態 
【交通安全センター】指定管理者方式 

【その他の施設】  市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等             １１ 千円 

支 出 

人 件 費 ２８，７１４ 千円 

更新費・修繕費 １，１８６ 千円 

光 熱 水 費 ２，９１９ 千円 

委 託 料 １０，５１５ 千円 

そ の 他          ５，２１６ 千円 

合 計         ４８，５５０ 千円 

（内数）指定管理料       ２７，３５１ 千円 

収 支 の 差 ▲４８，５３９ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

文書館 総務企画局 総務部 文書館 電話：５６１－５５５８ 

交通安全センター 
市民文化スポーツ局 安全・安心推進部

安全・安心都市整備課 
電話：５８２－２８６６ 

埋蔵文化財古城収蔵庫 
埋蔵文化財浜町収蔵庫 

市民文化スポーツ局 市民スポーツ部 文化振興課 電話：５８２－２３８９ 

旧道原小学校（埋蔵文化財保存倉庫） 教育委員会 総務部 施設課 電話：５８２－２３６１ 

新門司複合公共施設（共用部分） 教育委員会 中央図書館 庶務課  電話：５７１－１４８１ 
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５（１）体育館 

１ 施設の概要 

名 称 体育館、スポーツセンター（体育館） 

施 設 数 
体育館     （１６施設） 

スポーツセンター （２施設）     計 １８施設 

施 設 機 能 アリーナ、トレーニング室、会議室 等 

設 置 根 拠 
北九州市スポーツ施設条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達及び明るく豊かな市民生

活の形成に資する。 

沿 革 

昭和３９年  門司青少年体育館を設置 

昭和４９年  総合体育館を設置 

昭和５０年代 黒崎体育館、三萩野体育館、城山体育館、小倉南体育館、香月スポ

ーツセンター、西戸畑体育館、戸畑体育館、門司体育館、的場池体

育館、八幡東体育館、城野体育館を設置 

平成 元年  折尾スポーツセンターを設置 

平成 ２年  小倉北体育館を設置 

平成 ６年  若松体育館を設置 

平成１０年  曽根体育館を設置 

平成１９年  新門司体育館を設置 

中長期プラン 北九州市スポーツ振興計画 

２ 建物の状況 

総延床面積 ５１，２２４ ㎡ （ 市所有面積 ５１，２２４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ３施設  【単 体】 １５施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ７施設  【実施済】  ９施設  【未実施】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ８施設  【実施済】  ３施設  【未実施】  ７施設 

※総延床面積は若松体育館プール、折尾スポーツセンタープール、香月スポーツセンター柔剣道場を含む。
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 ９時～２１時 

休 館 日 年末年始 

利 用 料 金 

※専用利用 

総合体育館  ＜午前＞   ５３０円～ ５７，６００円 

（競技場）  ＜午後＞   ９１０円～ ８６，４００円 

       ＜夜間＞   ８５０円～１１５，２００円 

体育館    ＜午前＞ １，８００円～  ９，２００円 

        ＜午後＞ ２，８００円～ １４，１００円 

＜夜間＞ ２，８００円～ １４，１００円 

※共用利用は、１人１回、２時間以内で８０円～２６０円 

 ※トレーニング室は、１人１回、２時間以内で３００円 

料金の減免 

※「年長者施設利用証」、「身体障害者手帳」等の提示で共用利用の利用料（１回２

時間以内）が無料 

※市の主催、共催、後援での減免等 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ １，０６５，４５３ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ８５，１１４ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ４９２，８１２ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ４９２，８１２ 千円       

（内数）指定管理料 ４９２，８１２ 千円       

収 支 の 差 ▲４０７，６９８ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ３８３ 円        

※支出については、若松体育館プール、折尾スポーツセンタープール、香月スポーツセンター柔剣道場を含む。
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 スポーツ振興課  電話：５８２－２３９５ 
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５（２）武道場

１ 施設の概要 

名 称 武道場 

施 設 数 

武道場（弓道場・柔剣道場） （２施設） 

柔剣道場 （６施設） 

弓道場  （５施設）     計 １３施設 

施 設 機 能 柔道場、剣道場、弓道場 等 

設 置 根 拠 
北九州市スポーツ施設条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達及び明るく豊かな市民生

活の形成に資する。 

沿 革 

昭和４０年  桃園弓道場を設置 

昭和４２年  門司弓道場を設置 

昭和４８年  夜宮弓道場を設置 

昭和５０年代 大里・戸畑・小倉北・香月スポーツセンター・八幡東・八幡西柔剣

道場、勝山・的場池弓道場を設置 

平成 ５年  小倉南武道場を設置 

平成１７年  若松武道場を設置 

中長期プラン 北九州市スポーツ振興計画 

２ 建物の状況 

総延床面積 １０，７３４ ㎡ （ 市所有面積 １０，７３４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ３施設  【単 体】 １０施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ７施設  【実施済】  ２施設  【未実施】  ４施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ８施設  【実施済】  １施設  【未実施】  ４施設 

※総延床面積については、香月スポーツセンター柔剣道場を除く。 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 ９時～２１時 

休 館 日 年末年始 

利 用 料 金 

※専用利用 

武道場・柔剣道場  ＜午前＞  １，７５０円 

 ＜午後＞  ３，１００円 

          ＜夜間＞  ３，１００円 

※共用利用は、１人１回、２時間以内で８０円～２６０円 

弓道場  １時間又はその端数ごとに４００円又は８００円 

※共用利用は、１人１回、２時間以内で８０円～１７０円 

料金の減免 

※「年長者施設利用証」、「身体障害者手帳」等の提示で共用利用の利用料（１回２

時間以内）が無料 

※市の主催、共催、後援での減免等 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ １８７，９６３ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １２，４５６ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ３１，３４３ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ３１，３４３ 千円       

（内数）指定管理料 ３１，３４３ 千円       

収 支 の 差 ▲１８，８８７ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） １０１ 円        

※支出については、香月スポーツセンター柔剣道場を除く。 
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 スポーツ振興課  電話：５８２－２３９５ 
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５（３）野球場

１ 施設の概要 

名 称 球場 

施 設 数 

野球場（１２施設） ※市所有以外建物１施設含む 

※三萩野少年・城山球場の２施設については、建物なし 

ソフトボール場（４施設） 
※老松・萩ヶ丘・岡田・大池球場の４施設については、建物なし 

施 設 機 能 グラウンド、観戦スタンド、ベンチ、更衣室 等 

設 置 根 拠 
北九州市スポーツ施設条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達及び明るく豊かな市民生

活の形成に資する。 

沿 革 

大正１１年  老松球場を設置 

昭和２３年  桃園球場を設置 

昭和３０年代 三萩野・浅生・門司・北九州市民・高炉台・三萩野少年・岡田・大

池・萩ヶ丘球場を設置 

昭和５７年  城山・的場池球場を設置 

平成 元年  本城球場を設置 

平成１６年  大谷球場を供用開始 

平成２３年  若松球場を設置 

中長期プラン 北九州市スポーツ振興計画  ※ソフトボール場は除く 

２ 建物の状況 

総延床面積 
８，８５６ ㎡ （ 市所有面積 ８，６３２ ㎡ ）※建物台帳記載部分のみ 

競技場総面積 １３５，９１３．８ ㎡ 

複合・単体の別 【単 体】 １０施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ８施設  【実施済】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ９施設  【未実施】  １施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

【北九州市民球場】４月～１０月：９時～２１時 

１１月～３月：９時～１８時 

【その他の球場】 ４月～１０月：６時～２１時 

１１月～３月：６時～１８時 

休 館 日 年末年始 

利 用 料 金 

【門司・北九州市民・桃園・本城・的場池・若松・大谷球場】 

１回１面、１時間以内  １，３５０円～２，７００円 

【三萩野・高炉台・城山・浅生球場】 

１回１面、１時間以内  ６００円～８００円 

料金の減免 ※市の主催、共催、後援での減免等 

管 理 形 態 
【ソフトボール場】市直営方式 

【野球場】指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ３２４，８８４ 人  ※ソフトボール場は除く 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １８，５７５ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 １４５，５９１ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 １４５，５９１ 千円       

（内数）指定管理料 １４５，５９１ 千円       

収 支 の 差 ▲１２７，０１６ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ３９１ 円        

※ソフトボール場は除く。 
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

野球場 市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 スポーツ振興課 電話：５８２－２３９５ 

ソフトボール場 建設局 公園緑地部 公園管理課 電話：５８２－２４６４ 
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５（４）庭球場

１ 施設の概要 

名 称 庭球場 

施 設 数 

庭球場 （１５施設）  

※新門司庭・小倉南・戸畑体育館庭球場については、建物なし 

施 設 機 能 コート、更衣室 等 

設 置 根 拠 
北九州市スポーツ施設条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達及び明るく豊かな市民生

活の形成に資する。 

沿 革 

昭和３０年代 門司・桃園庭球場を設置 

昭和４０年代 若松・戸畑庭球場を設置 

昭和５０年代 田野浦・三萩野・小倉南・戸畑体育館・城山庭球場を設置 

昭和６０年代 文化記念・城山緑地・香月中央庭球場を設置 

平成１１年  紫川河畔庭球場を設置 

平成１５年  戸畑庭球場を移設 

平成１６年  新門司庭球場を設置 

平成１８年  吉田太陽の丘庭球場を設置 

中長期プラン 北九州市スポーツ振興計画 

２ 建物の状況 

総延床面積 
１，５７８ ㎡ （ 市所有面積 １，５７８ ㎡ ）※建物台帳記載部分のみ 

競技場総面積 ４６，８０１ ㎡ 

複合・単体の別 【単 体】 １２施設 

主 な 構 造 鉄骨造 

耐 震 診 断 【不 要】 １０施設  【未実施】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】 １０施設  【未実施】  ２施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
４月～１１月：７時～２１時 

１２月～３月：７時～１８時 

休 館 日 年末年始 

利 用 料 金 

【門司・田野浦・小倉南・城山・戸畑・戸畑体育館庭球場、桃園庭球場（クレー）】

１人１回、２時間以内  ６０円～２００円 

※専用利用は、１面１回、２時間以内で１，０００円 

【その他の施設】 

１人１回、２時間以内  １００円～３３０円 

※専用利用は、１面１回、２時間以内で１，６８０円 

料金の減免 

※「年長者施設利用証」、「身体障害者手帳」等の提示で共用利用の利用料（１回２

時間以内）が無料 

※市の主催、共催、後援での減免等 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ２８４，５２８ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ４２，４１６ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ６１，９８１ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ６１，９８１ 千円       

（内数）指定管理料 ６１，９８１ 千円       

収 支 の 差 ▲１９，５６５ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ６９ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 スポーツ振興課  電話：５８２－２３９５ 
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５（５）陸上競技場

１ 施設の概要 

名 称 陸上競技場 

施 設 数 

門司陸上競技場 

本城陸上競技場 

鞘ケ谷競技場 

北九州市立大学青嵐グラウンド       計 ４施設 

施 設 機 能 トラック、インフィールド、観戦スタンド 等 

設 置 根 拠 
北九州市スポーツ施設条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達及び明るく豊かな市民生

活の形成に資する。 

沿 革 

昭和２５年 門司陸上競技場を設置 

平成 元年 本城陸上競技場を設置 

平成 ８年 青嵐グラウンドの一般開放開始 

平成１４年 鞘ヶ谷陸上競技場の一般開放開始 

中長期プラン 北九州市スポーツ振興計画 

２ 建物の状況 

総延床面積 
６，５７８ ㎡ （ 市所有面積 ６，５７８ ㎡ ）※建物台帳記載部分のみ 

競技場総面積 １０２，４１５ ㎡ 

複合・単体の別 【単 体】  ４施設 

主 な 構 造 鉄骨造 

耐 震 診 断 【不 要】  ４施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ４施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
専用：７時～２１時 

共用：７時～２０時 

休 館 日 年末年始 

利 用 料 金 

【本城陸上競技場、鞘ケ谷競技場】 

１人１回、２時間以内  ３０円～１００円 

※専用利用  ＜午前＞ １２，０００円 

       ＜午後＞ １３，０００円 

      ＜夜間＞ １３，０００円 

【門司陸上競技場】 

１人１回、２時間以内  ３０円 

※専用利用は、１回、４時間以内で１，７００円 

料金の減免 

※「年長者施設利用証」、「身体障害者手帳」等の提示で共用利用の利用料（１回２

時間以内）が無料 

※市の主催、共催、後援での減免等 

管 理 形 態 
【北九州市立大学青嵐グラウンド】市直営方式 

【その他の施設】指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ３４２，３７１ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ６，１４８ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ９８，０５３ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ９８，０５３ 千円       

（内数）指定管理料 ９６，２１９ 千円       

収 支 の 差 ▲９１，９０５ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ２６８ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 スポーツ振興課  電話：５８２－２３９５ 
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５（６）運動場・球技場

１ 施設の概要 

名 称 運動場、球技場 

施 設 数 

運動場 （７施設） 

球技場 （２施設）   計 ９施設 

※【新門司運動場】、【文化記念運動場】、【ひびきコスモス運動場】、 

【香月中央運動場】、【本城運動場】については、建物なし 

施 設 機 能 グランド、フィールド、更衣室 等 

設 置 根 拠 
北九州市スポーツ施設条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達及び明るく豊かな市民生

活の形成に資する。 

沿 革 

昭和２８年 桃園運動場を設置 

昭和５１年 若松球技場を設置 

昭和６３年 文化記念運動場を設置 

平成 ２年 本城運動場を設置 

平成 ７年 香月中央運動場を設置 

平成１４年 響南中学校運動場を一般開放開始 

平成１６年 新門司運動場、新門司球技場を設置 

平成２２年 ひびきコスモス運動場を設置 

中長期プラン 北九州市スポーツ振興計画 

２ 建物の状況 

総延床面積 
２，２４２ ㎡ （ 市所有面積 ２，２４２ ㎡ ）※建物部分のみ 

競技場総面積 １７４，６８５ ㎡ 

複合・単体の別 【単 体】  ４施設 

主 な 構 造 鉄骨造 

耐 震 診 断 【不 要】  ４施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ４施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 ６時～２１時 

休 館 日 年末年始 

利 用 料 金 １面１回、１時間以内  ６００円～８００円 

料金の減免 ※市の主催、共催、後援での減免等 

管 理 形 態 
【響南運動場】市直営方式 

【その他の施設】指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ３５７，３６７ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ６，１１０ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ３９，０１９ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ３９，０１９ 千円       

（内数）指定管理料 ３７，４３３ 千円       

収 支 の 差 ▲３２，９０９ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ９２ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 スポーツ振興課  電話：５８２－２３９５ 
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５（７）屋内プール 

１ 施設の概要 

名 称 屋内プール 

施 設 数 

新門司温水プール 

若松体育館プール 

桃園市民プール 

折尾スポーツセンタープール        計 ４施設 

施 設 機 能 ５０ｍコース、２５ｍコース、更衣室 等 

設 置 根 拠 
北九州市スポーツ施設条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達及び明るく豊かな市民生

活の形成に資する。 

沿 革 

昭和３８年 桃園市民プールを設置 

昭和５４年 新門司温水プールを設置 

平成 元年 折尾スポーツセンタープールを設置 

平成 ６年 若松体育館プールを設置 

中長期プラン 北九州市スポーツ振興計画 

２ 建物の状況 

総延床面積 ３，８６１ ㎡ （ 市所有面積 ３，８６１ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ２施設  【単 体】  ２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ２施設  【実施済】  １施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ２施設  【未実施】  ２施設 

※総延床面積は若松体育館プール、折尾スポーツセンタープールを除く。 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

【新門司温水プール、桃園市民プール】９時～２０時 

 ※５・６・９・１０月の平日・土曜日は１３時～２０時 

【その他の施設】１０時～２０時 

休 館 日 年末年始、７月及び８月を除く月の月曜日 

利 用 料 金 

１人１回、２時間以内（共用利用） 

７、８月   １００円～２６０円 

その他の月  １２０円～４００円 

※専用で使用する場合は、１回２時間以内 

５，７００円～２２，５００円 

料金の減免 

※「年長者施設利用証」、「身体障害者手帳」等の提示で共用利用の利用料（１回２

時間以内）が無料 

※市の主催、共催、後援での減免等 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ２１１，０９５ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ２２，２０７ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 １０８，８５３ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 １０８，８５３ 千円       

（内数）指定管理料 １０８，８５３ 千円       

収 支 の 差 ▲９８，３１０ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ４１１ 円        

※支出については、若松体育館プール、折尾スポーツセンタープールを除く。 
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 スポーツ振興課  電話：５８２－２３９５ 
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５（８）屋外プール 

１ 施設の概要 

名 称 屋外プール 

施 設 数 

屋外プール （１７施設） 

志井ファミリープール         計 １８施設 

※紫川河畔・上津役・折尾・木屋瀬プールに、仙水児童プールついては、建物なし 

施 設 機 能 ５０ｍコース、２５ｍコース、幼児用 等 

設 置 根 拠 
北九州市スポーツ施設条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達及び明るく豊かな市民生

活の形成に資する。 

沿 革 

昭和３０年代 岩ヶ鼻市民・桃園市民・和布刈塩水プールの順に設置 

昭和４０年代 仙水児童・大里・松ヶ江・大池・折尾・沖田・朽網・小石プール 

を設置 

昭和５０年代 木屋瀬・藤ノ元・上津役・西戸畑児童・紫川河畔プールの順に設置 

昭和６１年  志井ファミリープールを設置 

昭和６２年  文化記念プールを設置 

中長期プラン 北九州市スポーツ振興計画  ※志井ファミリープールは除く 

２ 建物の状況 

総延床面積 ６，３３２ ㎡ （ 市所有面積 ６，３３２ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】 １３施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ９施設  【未実施】  ４施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ９施設  【未実施】  ４施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
【志井ファミリープール】７・８月の９時３０分～１８時３０分 

【その他の施設】    ７・８月の９時３０分～１７時 

休 館 日 １～６月、９～１２月 

利 用 料 金 

【仙水・西戸畑児童プール】 

１人１回、２時間以内   ５０円 

【その他の施設（志井ファミリープールは除く）】 

１人１回、２時間以内  ７０円～２４０円 

※専用で使用する場合は、１回２時間以内 ５，２００円～９，０００円 

【志井ファミリープール】 

１人１回 ５０円～４００円 

料金の減免 

※「年長者施設利用証」、「身体障害者手帳」等の提示で共用利用の利用料（１回２

時間以内）が無料 

※市の主催、共催、後援での減免等 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ３７６，３１７ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ３５，３６５ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 １４，４５９ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ２０６，３２４ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ２２０，７８３ 千円       

（内数）指定管理料 ２０６，３２４ 千円       

収 支 の 差 ▲１８５，４１８ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ４９３ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

志井ファミリープール 建設局 公園緑地部 公園管理課 電話：５８２－２４６４ 

その他施設 市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 スポーツ振興課 電話：５８２－２３９５ 
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６（１）高齢者福祉施設 

１ 施設の概要 

名 称 老人福祉施設、年長者研修施設、年長者体育施設、介護実習・普及センター 

施 設 数 

＜老人福祉施設＞（５施設） 

 特別養護老人ホームかざし園、ふれあいむら社ノ木デイサービスセンター、 

西部障害者福祉会館デイサービスセンター、新門司老人福祉センター、 

年長者研修大学校周望学舎 

＜年長者研修施設＞（３施設） 

 年長者研修大学校穴生学舎、陶芸クラブハウス（若松区・八幡東区） 

＜年長者体育施設＞  

北九州穴生ドーム 

介護実習・普及センター       計 １０施設 

施 設 機 能 会議室、機能訓練室、食堂、浴室、相談室、グラウンド 等 

設 置 根 拠 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
介護サービスの供与、年長者の生きがいづくり及び健康の増進のために設置してい

る。 

沿 革 

昭和５３年 新門司老人福祉センターを設置 

昭和５４年 年長者大学校周望学舎を設置 

昭和５８年 特別養護老人ホ－ムかざし園を設置 

平成 ２年 陶芸クラブハウス（八幡東区）を設置 

平成 ４年 陶芸クラブハウス（若松区）、西部障害者福祉会館デイサービス 

センターを設置 

平成 ６年 年長者大学校穴生学舎、穴生ドームを設置 

平成 ９年 ふれあいむら社ノ木デイサービスセンターを設置 

平成１１年 介護実習・普及センターを設置 

中長期プラン なし 

２ 建物の状況 

総延床面積 １８，３３０ ㎡ （ 市所有面積 １８，３３０ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ６施設  【複 合】  ４施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ８施設  【実施済】  １施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ９施設  【未実施】  １施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

＜年長者研修施設、年長者大学校周望学舎＞８時３０分～１７時 

＜年長者体育施設＞９時～２１時 

【ふれあいむら社ノ木デイサービスセンター】８時３０分～１７時３０分 

【西部障害者福祉会館デイサービスセンター】９時～１７時 

【新門司老人福祉センター】９時３０分～１６時３０分 

【介護実習・普及センター】９時～１７時３０分 

※【特別養護老人ホ－ムかざし園】は２４時間 

休 館 日 年末年始 ※その他、施設によって休館日あり 

利 用 料 金 

【特別養護老人ホームかざし園、ふれあいむら社ノ木デイサービスセンター、 

西部障害者福祉会館デイサービスセンター】実費を勘案して市長が定める額

【新門司老人福祉センター】１人１回２００円

【年長者研修大学校周望学舎】寝具１５０円 ※宿泊者のみ

【北九州穴生ドーム】 

１人１回２時間以内  ＜一般＞５００円 

＜小・中・高校生＞２５０円 

料金の減免 ※「年長者施設利用証」の提示で、北九州穴生ドームは利用料を６割引 

管 理 形 態 
【陶芸クラブハウス（八幡東区・若松区）】市直営方式 

【その他の施設】指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ２８４，０８０ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ２９，２８５ 千円        

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ２０，５５０ 千円       

光 熱 水 費 １，４７２ 千円       

委 託 料 ２０２，４９９ 千円       

そ の 他 １，３７０ 千円       

合 計 ２２５，８９１ 千円       

（内数）指定管理料 １９６，５９６ 千円       

収 支 の 差 ▲１９６，６０６ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ６９２ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

特別養護老人ホームかざし園 
ふれあいむら社ノ木デイサービスセンター
北九州市立西部障害者福祉会館デイサービスセンター

保健福祉局 地域支援部 介護保険課 電話：５８２－２７７１ 

介護実習・普及センター 保健福祉局 障害福祉部 障害福祉センター 電話：５２２－８７２４ 

その他の施設 保健福祉局 地域支援部 高齢者支援課 電話：５８２－２４０７ 
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６（２）児童福祉施設 

１ 施設の概要 

名 称 
障害児入所施設、児童発達支援センター、母子生活支援施設、助産施設、 

少年支援センター、母子福祉センター、子ども総合センター 

施 設 数 

＜障害児入所施設＞（２施設） 

 総合療育センター、小池学園 

＜児童発達支援センター＞（４施設） 

 到津・北方・若松・引野ひまわり学園 

＜母子生活支援施設＞（２施設） 

 小倉・八幡母子寮 

＜助産施設＞（２施設） 

 医療センター付属助産院、八幡病院付属助産院 

少年支援センター、母子福祉センター、子ども総合センター  計 １３施設 

設 置 根 拠 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ２７，６４５ ㎡ （ 市所有面積 ２７，６４５ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ４施設  【単 体】  ９施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ４施設  【実施済】  ６施設  【未実施】  ３施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ９施設  【未実施】  ４施設 

管 理 形 態 

【子ども総合センター、かなだ少年支援室、医療センター付属助産院】市直営方式 

【その他の施設】指定管理者方式 

※八幡病院付属助産院は、休止中 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等         ６１，８７２ 千円 

支 出 

人 件 費 ３，０００ 千円 

更新費・修繕費 １６，１１２ 千円 

光 熱 水 費 １，６１５ 千円 

委 託 料 ５６２，７２１ 千円 

そ の 他              ０ 千円 

合 計        ５８３，４４８ 千円 

（内数）指定管理料      ４９１，２２６ 千円 

収 支 の 差 ▲５２１，５７６ 千円       
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４ 施設の配置状況 

※小倉母子寮、八幡母子寮については、マップに掲載していません。 

５ 所管部署 

ひまわり学園（４施設） 
小池学園 
総合療育センター 

保健福祉局 障害福祉部 障害福祉課 電話：５８２－２４２４ 

子ども総合センター 
かなだ少年支援室 

子ども家庭局 子ども総合センター 電話：８８１－４５５６ 

その他の施設 子ども家庭局 子ども家庭部 子育て支援課 電話：５８２－２４１０ 
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６（３）障害者福祉施設 

１ 施設の概要 

名 称 

障害者生活支援施設、障害者地域活動センター、障害者就労支援施設、

障害者福祉会館、障害者福祉工場、視聴覚障害者情報提供施設、

障害福祉センター、障害者スポーツセンター、きく通勤寮 

施 設 数 

＜障害者生活支援施設＞（６施設） 

 ひかり・浅野・きく・洞海・若松・八幡東工芸舎 

＜障害者地域活動センター＞（４施設） 

 門司・小倉南・八幡西・戸畑障害者地域活動センター 

＜障害者就労支援施設＞（２施設） 

 浅野社会復帰センター、春ケ丘学園 

＜障害者福祉会館＞（２施設） 

 東部・西部障害者福祉会館 

＜障害者福祉工場＞（２施設） 

 日明・本城リサイクル工房 

＜視聴覚障害者情報提供施設＞（２施設） 

 点字図書館、聴覚障害者情報センター 

障害福祉センター、障害者スポーツセンター、きく通勤寮  計２１施設 

設 置 根 拠 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ３３，１０７ ㎡ （ 市所有面積 ３３，１０７ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ９施設  【単 体】 １２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 １６施設  【実施済】  ４施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ２０施設  【未実施】  １施設 

管 理 形 態 
【障害福祉センター】市直営方式 

【その他の施設】指定管理者方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ２２，０２０ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円        

更新費・修繕費 １９，２６４ 千円       

光 熱 水 費 ５，１４１ 千円       

委 託 料 ３８４，７６９ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ４０９，１７４ 千円    

（内数）指定管理料 ３８０，２８１ 千円       

収 支 の 差 ▲３８７，１５４ 千円    
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

障害福祉センター 保健福祉局 障害福祉部 障害福祉センター 電話：５２２－８７２４ 

その他の施設 保健福祉局 障害福祉部 障害福祉課 電話：５８２－２４２４ 
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６（４）その他保健・福祉施設 

１ 施設の概要 

名 称 その他保健福祉施設 

施 設 数 

動物愛護センター 

防疫所 

ホームレス自立支援センター北九州 

ウェルとばた（福祉会館・共用部分） 

地域包括支援センター 

総合保健福祉センター 

保健・医療・福祉情報センター 

精神保健福祉センター 

健康づくりセンター 

小倉南保健福祉センター 

旧西部障害者福祉会館           計 １２施設 

設 置 根 拠 

北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

北九州市事業所事務分掌規則 

北九州市健康づくりセンター条例 

北九州市衛生施設の設置及び管理に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ３８，１５４ ㎡ （ 市所有面積 ３８，１５４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ９施設  【単 体】  ３施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ９施設  【実施済】  ２施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ９施設  【実施済】  １施設  【未実施】  ２施設 

管 理 形 態 
【ウェルとばた（福祉会館・共用部分）】指定管理者方式 

【その他の施設】市直営方式  ※【旧西部障害者福祉会館】は一部利用のみ 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等         ８０，４３３ 千円 

支 出 

人 件 費 １１７，３５５ 千円 

更新費・修繕費 ８，０１１ 千円 

光 熱 水 費 １１，２９８ 千円 

委 託 料 １６１，４８２ 千円 

そ の 他          ５，１６０ 千円 

合 計        ３０３，３０６ 千円 

収 支 の 差 ▲２２２，８７３ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

動物愛護センター 保健福祉局 保健医療部 動物愛護センター 電話：５８１－１８００ 

旧西部障害者福祉会館 保健福祉局 障害福祉部 障害福祉課 電話：５８２－２４２４ 

総合保健福祉センター 

保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 情 報 セ ン ター
健康づくりセンター

保健福祉局 総合保健福祉センター管理課 電話：５２２－５３１１ 

防疫所 保健福祉局 総合保健福祉ｾﾝﾀｰ保健所 東部生活衛生課 電話：５７１－６６３６ 

精神保健福祉センター 保健福祉局 障害福祉部 精神保健福祉センター 電話：５２２－８７２９ 

小倉南保健福祉センター 小倉南区役所 保健福祉課 電話：９５１－４１１１ 

地域包括支援センター 戸畑区役所 保健福祉課 電話：８７３－３３５８ 

その他の施設 保健福祉局 地域支援部 いのちをつなぐﾈｯﾄﾜｰｸ推進課 電話：５８２－２０６０ 
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７（１）幼稚園 

１ 施設の概要 

名 称 幼稚園 

施 設 数 

【門 司 区】 １施設 

【小倉北区】 ２施設 

【小倉南区】 １施設 

【若 松 区】 １施設 

【八幡東区】 １施設 

【八幡西区】 ２施設     計 ８施設 

施 設 機 能 教室 等

設 置 根 拠 北九州市教育施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やか

な成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的に設置

している。 

沿 革 
昭和４０年代～５０年代 幼児数の増加により幼稚園の設置が進む（１５園） 

平成９年以降      園児数の減少により一部の幼稚園を廃止（１５園→８園）

中長期プラン 北九州市子どもの未来をひらく教育プラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 ５，５１７ ㎡ （ 市所有面積 ５，５１７ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ８施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【実施済】  ８施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ６施設  【実施済】  ２施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 ８時３０分～１７時 

休 館 日 土・日曜日、祝日、夏季・冬季・学年末休業日 

利 用 料 金 
入園料：５，５５０円 

保育料：７，７００円（月額） 

管 理 形 態 市直営方式 

児 童 数  ３３８ 人 

学 級 数 ２５ 学級 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等         ３３，４９７ 千円 

支 出 

人 件 費 １０８，５５２ 千円 

更新費・修繕費 ３０，９５８ 千円 

光 熱 水 費 ８，７５９ 千円 

委 託 料 １３，７６３ 千円 

そ の 他         ２６，２２７ 千円 

合 計        １８８，２５９ 千円 

収 支 の 差 ▲１５４，７６２ 千円       

※収入には、保育料および入園料収入、私用光熱水費使用料などを含む。 
※人件費には、園長および校務員等にかかる経費を計上。 
※委託料には、幼稚園で発生する草刈・剪定のほか、ごみの収集運搬業務などを含む。 
※その他には、電話料や複写機の使用料のほか、幼稚園用地の借地料などを含む。 
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

教育委員会 総務部 施設課 電話：５８２－２３６１ 
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７（２）保育所 

１ 施設の概要 

名 称 保育所、へき地保育所 

施 設 数 

【門 司 区】 ２施設 

【小倉北区】 ７施設 

【小倉南区】 ５施設 

【若 松 区】 ４施設 

【八幡東区】 ３施設 

【八幡西区】 ４施設 

【戸 畑 区】 ３施設    計 ２８施設 

施 設 機 能 保育室 等

設 置 根 拠 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例

設 置 目 的 
保育所は、日々保護者の委託を受けて、保育に欠けるその乳児又は幼児を保育する

ことを目的とする施設とする。 

沿 革 

昭和２３年 黒崎、折尾保育所の運営開始（現在の市立保育所のうち最も早いもの）

昭和５０年 へき地保育所の運営開始 

平成１８年 へき地保育所に指定管理者制度導入 

平成１８年 ７施設の保育所に指定管理者制度導入 

中長期プラン 元気発進！子どもプラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 ２０，３０９ ㎡ （ 市所有面積 ２０，３０９ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ９施設  【単 体】 １９施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ８施設  【実施済】 １９施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ２１施設  【実施済】  ５施設  【未実施】  ２施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

原則、７時３０分～１７時５０分 

※延長保育を実施している保育所もあり、施設ごとに異なっている。 

※夜間保育所は、１１時～２２時 

休 館 日 日曜日、祝日、年末年始 

利 用 料 金 

所得に応じて ３歳未満：０円～６３，３００円 

３歳以上：０円～３２，７００円 

※へき地保育所（藍島保育所）は、月額４，０００円 

管 理 形 態 

【藍島・おぐまの・小倉北ふれあい・北方・古前・八幡東さくら・陣原・千防保育所】

指定管理者方式 

【その他の施設】市直営方式 

児 童 数  ２，８４４ 人（平成２６年３月 入所者数） 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等        ３１７，３０５ 千円 

支 出 

人 件 費 ６７，５００ 千円 

更新費・修繕費 ２４，４２０ 千円 

光 熱 水 費 ５５，０４０ 千円 

委 託 料 １９５，７４０ 千円 

そ の 他              ０ 千円 

合 計        ３４２，７００ 千円 

（内数）指定管理料 １５８，２５５ 千円 

収 支 の 差 ▲２５，３９５ 千円       
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

子ども家庭局 子ども家庭部 保育課 電話：５８２－２４１２ 
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７（３）緑地保育センター 

１ 施設の概要 

名 称 緑地保育センター 

施 設 数 
第１緑地保育センター 

第２緑地保育センター    計 ２施設 

施 設 機 能 保育室 等

設 置 根 拠 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 
豊かな自然環境の中で児童に健全な遊びを与えて保育し、その心身の健全な発達を

図るために設置している。 

沿 革 
昭和５０年 第１緑地保育センターを設置 

平成１５年 第２緑地保育センターを設置 

中長期プラン 元気発進！子どもプラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 １，７０４ ㎡ （ 市所有面積 １，７０４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  １施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  １施設  【未実施】  １施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 
＜宿泊利用＞月・水・金曜日：１４時～翌日１４時 

＜その他＞１０時～１６時 

休 館 日 日曜日、祝日、年末年始 

利 用 料 金 
無料 

※宿泊をするときは、１泊につき、クリーニング代等として２００円を徴収 

管 理 形 態 指定管理方式 

日帰り保育  延べ １２，５９４ 人 

宿 泊 保 育 延べ  ８，９７５ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等              ０ 千円 

支 出 

人 件 費 ０ 千円 

更新費・修繕費 ０ 千円 

光 熱 水 費 ０ 千円 

委 託 料 ８０，８４５ 千円 

そ の 他              ０ 千円 

合 計         ８０，８４５ 千円 

（内数）指定管理料 ８０，８４５ 千円 

収 支 の 差 ▲８０，８４５ 千円       
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

子ども家庭局 子ども家庭部 保育課 電話：５８２－２４１２ 
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７（４）放課後児童クラブ 

１ 施設の概要 

名 称 放課後児童クラブ 

施 設 数 

【門 司 区】 １４施設  ※市所有以外建物３施設含む 

【小倉北区】 １６施設  ※市所有以外建物１施設含む 

【小倉南区】 ２１施設  ※市所有以外建物１施設含む 

【若 松 区】 １１施設 

【八幡東区】  ７施設  ※市所有以外建物１施設含む 

【八幡西区】 ２７施設  ※市所有以外建物２施設含む 

【戸 畑 区】  ４施設 

計 １００施設 

施 設 機 能 保育室 等

設 置 根 拠 児童福祉法 

設 置 目 的 

児童福祉法に基づき、小学校に就学している児童に対して、授業の終了後（放課後）

等に、適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全育成を図ることを目的として設

置している。 

沿 革 平成２２年度までに設置が必要な全ての小学校区への施設整備を実施 

中長期プラン 元気発進！子どもプラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 １８，４１７ ㎡ （ 市所有面積 １７，５３３ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】 ２９施設  【単 体】 ７１施設 

主 な 構 造 軽量鉄骨造 

耐 震 診 断 【不 要】 ８４施設  【実施済】 １６施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ８４施設  【実施済】 １１施設  【未実施】  ５施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

平日：放課後～１８時３０分 

土曜日、夏季・冬季・学年末休業日：８時３０分～１８時３０分 

※上記は基本モデルで、施設により異なる 

休 館 日 日曜日、祝日、年末年始 

利 用 料 金 
月額４，０００円～８，０００円 

※施設により異なる 

管 理 形 態 

【児童館内放課後児童クラブ】指定管理方式 

【その他の施設】市直営方式（管理・運営等は、校区社会福祉協議会やまちづくり協

議会などの地域団体に委託） 

利 用 者 数 延べ １，３３０，０４２ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ０ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ８４６，８１５ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ８４６，８１５ 千円       

収 支 の 差 ▲８４６，８１５ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ６３７ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

子ども家庭局 子ども家庭部 子育て支援課 電話：５８２－２４１０ 
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７（５）児童館 

１ 施設の概要 

名 称 児童館 

施 設 数 

【門 司 区】 ４施設 （うち放課後児童クラブ実施 ３施設） 

【小倉北区】 ９施設 （うち放課後児童クラブ実施 ５施設） 

【小倉南区】 ９施設 （うち放課後児童クラブ実施 ６施設） 

【若 松 区】 ４施設 （うち放課後児童クラブ実施 ３施設） 

【八幡東区】 ４施設 （うち放課後児童クラブ実施 ４施設） 

【八幡西区】 ８施設 （うち放課後児童クラブ実施 ７施設） 

【戸 畑 区】 ４施設 （うち放課後児童クラブ実施 ４施設） 

    計 ４２施設 

施 設 機 能 集会室、遊戯室、図書室 等

設 置 根 拠 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 

児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにするとともに、子ど

も会、母親クラブ等の地域における児童健全育成のための組織活動の拠点とするこ

とを目的として設置している。 

沿 革 概ね２中学校区ごとに１ヶ所設置 

中長期プラン 元気発進！子どもプラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 １４，２２０ ㎡ （ 市所有面積 １４，２２０ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】 １０施設  【単 体】 ３２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ２５施設  【実施済】  ６施設  【未実施】 １１施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ２９施設  【実施済】  １施設  【未実施】 １２施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

平常日：１０時３０分～１７時、学校休業日：９時～１７時 

放課後児童クラブ 

平日：～１８時３０分、学校休業日：８時３０分～１８時３０分 

※一部の施設は開館時間が異なる 

休 館 日 日曜日、祝日、年末年始  ※一部の施設は月曜日、年末年始 

利 用 料 金 
無料 

（放課後児童クラブの保護者負担金 月額５，５００円～６，５００円） 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ ６３４，８５１ 人 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ０ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ５８５，８４３ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ５８５，８４３ 千円       

収 支 の 差 ▲５８５，８４３ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ９２３ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

子ども家庭局 子ども家庭部 子育て支援課 電話：５８２－２４１０ 
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７（６）その他幼児・児童施設 

１ 施設の概要 

名 称 子どもの館、子育てふれあい交流プラザ 

施 設 数 

子どもの館 

子育てふれあい交流プラザ（市所有以外建物） 

       計 ２施設 

施 設 機 能 ホール、遊戯室、多目的室 等

設 置 根 拠 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例 

設 置 目 的 

児童に遊び、体験及び交流の場を与えることにより、豊かな感性及び創造性をはぐ

くむとともに、児童の保護者に子育てに関する情報を交換する場等を提供すること

により子育てに対する不安の解消を図り、もって児童の心身の健全な発達及び子育

ての支援に資することを目的として設置している。 

沿 革 
平成１３年 子どもの館を設置 

平成１７年 子育てふれあい交流プラザを設置 

中長期プラン 元気発進！子どもプラン 

２ 建物の状況 

総延床面積 ８，６９０ ㎡ （ 市所有面積 ５，６１２ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ２施設 

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ２施設 
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３ 運営の状況 

開 館 時 間 

【子どもの館】 コーナー：１０時～１９時 

子ども一時預かり室：１０時～１８時 

ホール、遊戯室等：１０時～２２時 

【子育てふれあい交流プラザ】１０時～１８時 

休 館 日 年末年始、館内整理日 

利 用 料 金 

【子どもの館】 

コーナー    ＜一 般＞   ４００円 

        ＜高校生以下＞   ２００円 

子育て談話広場 ＜一 般＞   ２００円 

（１人１回）  ＜高校生以下＞    ５０円 

【子育てふれあい交流プラザ】 

遊び場     ＜一 般＞   ２００円 

（１人１回）  ＜小学生以下＞   １００円 

ホール等    ＜平 日＞   ８００円～１，８００円 

（１時間）   ＜土・日曜日、祝日＞ １，０００円～２，１００円 

料金の減免 
ホール等の貸室について、市主催及び共催の行事での利用する場合、使用料が５割～

１０割減免される。 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ １，２０７，８１５ 人 

平均稼働率 ５５．５ ％ 

４ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ６２，７２１ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 ０ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ２６２，２１６ 千円       

そ の 他 ２１６，８０５ 千円       

合 計 ４７９，０２１ 千円       

（内数）指定管理料 ２６２，２１６ 千円       

収 支 の 差 ▲４１６，３００ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ３４５ 円        
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５ 施設の配置状況 

６ 所管部署 

子ども家庭局 子ども家庭部 子ども家庭政策課 電話：５８２－２５５０ 
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８（１）観光施設 

１ 施設の概要 

名 称 観光施設 

施 設 数 

旧古河鉱業若松ビル、関門海峡ミュージアム（一部、市所有以外建物）、 

旧大阪商船、旧門司三井倶楽部、旧門司税関、 

門司港レトロ観光物産館（公共棟）、門司港レトロ展望室、 

九州鉄道記念館（市所有以外建物）、小倉城、小倉城庭園、 

皿倉山ビジターセンター、皿倉山山頂施設、帆柱山観光地建物、 

門司麦酒煉瓦館、岩屋地区東屋、国際海運会館、 

めかり公園観光資料館、菅生の滝観光地建物、 

石峰山観光地建物、若松南海岸緑地休憩所、 

多目的広場倉庫１・２、門司港駅事務所、瀬戸町車庫、 

マリンゲートもじ、旧大連航路上屋            計 ２６施設 

設 置 根 拠 
北九州市産業観光施設の設置及び管理に関する条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ２９，３３５ ㎡ （ 市所有面積 ２２，７２５ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ２施設  【単 体】 ２４施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 １１施設  【実施済】  ５施設  【未実施】 １０施設 

耐 震 補 強  【不 要】 １２施設  【実施済】  ５施設  【未実施】  ９施設 

管 理 形 態 

【旧古河鉱業若松ビル等 １２施設】指定管理者方式 

【皿倉山ビジターセンター等 １０施設】市直営方式 

【めかり公園観光資料館、門司港駅事務所、瀬戸町車庫、マリンゲートもじ】貸付 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等         １９，１２１ 千円 

支 出 

人 件 費 ０ 千円 

更新費・修繕費 ２２，２３４ 千円 

光 熱 水 費 ３４ 千円 

委 託 料 ５１２，９１５ 千円 

そ の 他            １３１ 千円 

合 計        ５３５，３１４ 千円 

（内数）指定管理料      ４８３，７９３ 千円 

収 支 の 差 ▲５１６，１９３ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

旧古河鉱業若松ビル 市民文化スポーツ局 市民部 市民活動推進課 電話：６４５－３１０１

北九州市門司麦酒煉瓦館 建築都市局 整備部 区画整理課 電話：５８２－２４６９

旧大連航路上屋、マリンゲートもじ、 

北九州市旧門司税関、国際海運会館、

若松南海岸緑地休憩所 

港湾空港局 港営部 港営課 電話：３２１－５９３２

小倉城、小倉城庭園、皿倉山ビジターセンター

皿倉山頂施設、岩屋地区東屋、 

帆柱山・石峰山・菅生の滝観光地建物

産業経済局 観光にぎわい部 観光・コンベンション課 電話：５５１－８１５０

その他施設 産業経済局 観光にぎわい部 門司港レトロ課 電話：３２２－１１８８
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８（２）産業系施設 

１ 施設の概要 

名 称 産業系施設 

施 設 数 

国際村交流センター、北九州国際会議場、 

北九州国際展示場、商工貿易会館、 

北九州テレワークセンター、起業家支援工場、 

北九州産業技術保存継承センター、 

北九州学術研究都市関連施設（１４施設） 、 

総合農事センター、農家年長者創作活動施設、 

脇田海釣り桟橋、日明休憩所、高年齢者就業支援センター、 

藍島漁港休憩棟、折尾東部総合食料品小売センター、 

脇田漁港フィッシャリーナ交流棟、北九州国際交流協会、 

埠頭（３施設）                    計 ３３施設 

設 置 根 拠 

北九州市産業観光施設の設置及び管理に関する条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

北九州市学術研究都市条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １３８，９３４ ㎡ （ 市所有面積 １３４，７５９ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ６施設  【単 体】 ２７施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ２７施設  【実施済】  １施設  【未実施】  ５施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ２７施設  【未実施】  ６施設 

管 理 形 態 

【国際村交流センター等 １８施設】指定管理者方式 

【起業家支援工場等 １１施設】市直営方式 

【北九州学術研究都市教職員宿舎・研究員宿舎・大学院棟】貸付 

【北九州国際交流協会】その他 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等        ２９０，５７４ 千円 

支 出 

人 件 費 １７，４２５ 千円 

更新費・修繕費 １５８，３６１ 千円 

光 熱 水 費 ２１，３４６ 千円 

委 託 料 １，７９２，９２１ 千円 

そ の 他         ５８，４５６ 千円 

合 計      ２，０４８，５０９ 千円 

（内数）指定管理料    １，５２４，３７０ 千円 

収 支 の 差 ▲１，７５７，９３５ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

北九州国際交流協会 総務企画局 国際部 国際政策課 電話：５８２－２１４６

折尾東部総合食料品小売センター 市民文化スポーツ局 安全・安心推進部 消費生活センター 電話：８７１－０４２８

国際村交流センター 市民文化スポーツ局 文化スポーツ部 文化政策課 電話：５８２－２３９１

高年齢者就業支援センター 産業経済局 総務政策部 雇用政策課 電話：５８２－２４１９

北九州国際展示場 産業経済局 総務政策部 国際ビジネス政策課 電話：５５１－３６０５

商工貿易会館 産業経済局 新成長戦略推進室 産業政策課 電話：５８２－２２９９

北九州学術研究都市関連施設（１４施設） 産業経済局 産業振興部 新産業振興課 電話：５８２－２９０５

北九州産業技術保存継承センター 産業経済局 産業振興部 高度人材育成課 電話：５８２－２０６４
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北九州市テレワークセンター 
起業家支援工場 

産業経済局 産業振興部 中小企業振興課 電話：８７３－１４３３

北九州国際会議場 産業経済局 観光にぎわい部 観光・コンベンション課 電話：５５１－８１５０

農家年長者創作活動施設 産業経済局 農林水産部 農林課 電話：５８２－２０７８

脇田海釣り桟橋 
脇田漁港フィッシャリーナ交流棟
藍島漁港休憩棟 

産業経済局 農林水産部 水産課 電話：５８２－２０８６

北九州市立総合農事センター 産業経済局 農林水産部 総合農事センター 電話：９６１－６０４５

日明休憩所 
埠頭（３施設） 

港湾空港局 港営部 港営課 電話：３２１－５９３２
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９（１）庁舎等 

１ 施設の概要 

名 称 庁舎等 

施 設 数 

本庁舎 

区役所（１０施設）※門司区役所別館・東棟、八幡東区役所東別館含む 

出張所（９施設）、旧戸畑区役所西別館、 

旧折尾出張所、旧折尾総合整備事務所、学術・研究都市開発事務所、 

港湾空港局庁舎（２施設）、西部市税事務所、西部整備事務所、 

行政サービスコーナー（２施設） ※市所有以外建物１施設含む 

案内所（３施設）  ※市所有以外建物 

渡船事業所小倉分室 ※市所有以外建物 

職員研修所     ※市所有以外建物 

折尾地区総合整備事業ＰＲルーム ※市所有以外建物   計 ３６施設 

設 置 根 拠 
区の設置並びに区の事務所の位置、名称及び所管区域に関する条例 

北九州市区役所出張所設置条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １５２，９１３ ㎡ （ 市所有面積 １５０，９２５ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】 １６施設  【単 体】 ２０施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ２２施設  【実施済】  ２施設  【未実施】 １２施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ２２施設  【実施済】  １施設  【未実施】 １３施設 

管 理 形 態 
【旧折尾出張所】貸付 

【その他の施設】市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等         ５９，９８８ 千円 

支 出 

人 件 費 ２３１，８３０ 千円 

更新費・修繕費 ３０，６３３ 千円 

光 熱 水 費 ４１８，２８５ 千円 

委 託 料 ４８２，００９ 千円 

そ の 他         ２１，４７４ 千円 

合 計      １，１８４，２３１ 千円 

収 支 の 差 ▲１，１２４，２４３ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

本庁舎 総務企画局 総務部 庁舎管理課 電話：５８２－２０１３ 

職員研修所 総務企画局 職員研修所 電話：６６１－６８５８ 

渡船事業所小倉分室 産業経済局 観光にぎわい部 渡船事業所 電話：８６１－０９６１ 

財政局西部市税事務所 財政局 西部市税事務所 市民税課 電話：６４２－１４５０ 

建設局西部整備事務所 建設局 西部整備事務所 庶務課 電話：６４２－５４０１ 

学術・研究都市開発事務所 建築都市局 整備部 学術・研究都市開発事務所 電話：６０３－１１１０ 

旧折尾総合整備事務所 
旧折尾出張所 
折尾地区総合整備事業ＰＲルーム

建築都市局 折尾総合整備事務所 計画課 電話：６０２－３１０８ 
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港湾空港局本庁舎 港湾空港局 総務部 総務企画課 電話：３２１－５９１１ 

港湾空港局洞海庁舎 港湾空港局 港営部 港湾事務所 電話：３２１－５９５１ 

門司区役所庁舎・東棟 
門司区役所出張所（松ヶ江・大里）

門司区役所 総務企画課 電話：３３１－１８８１ 

門司区役所別館 門司区役所 保健福祉課 電話：３３１－１８８１ 

小倉北区役所庁舎 小倉北区役所 総務企画課 電話：５８２－３３１１ 

小倉行政サービスコーナー 小倉北区役所 市民課 電話：５８２－３３１１ 

小倉南区役所庁舎 
小倉南区役所出張所（曽根・東谷・両谷）

小倉南区役所 総務企画課 電話：９５１－４１１１ 

若松区役所庁舎 
若松区役所出張所（島郷） 

若松区役所 総務企画課 電話：７６１－５３２１ 

八幡東区役所庁舎 八幡東区役所 総務企画課 電話：６７１－０８０１ 

八幡東区役所東別館 八幡東区役所 保健福祉課 電話：６７１－０８０１ 

八幡西区役所庁舎 
八幡西区役所出張所（上津役・折尾・八幡南）

八幡西区役所 総務企画課 電話：６４２－１４４１ 

黒崎行政サービスコーナー 八幡西区役所 市民課 電話：６４２－１４４１ 

戸畑区役所庁舎 
旧戸畑区役所西別館 

戸畑区役所 総務企画課 電話：８７１－１５０１ 

案内所（若松商連・折尾・二島） 交通局 総務経営課 電話：７７１－８４０１ 
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９（２）消防施設 

１ 施設の概要 

名 称 消防施設 

施 設 数 

北九州市消防局 

消防署庁舎 （２５施設） ※出張所、分署含む 

消防分団  （９６施設） 

無線中継所（風師山・母原・石峰山） 

消防航空隊基地 

消防訓練研修センター（市民防災センター） 

救急ワークステーション 

倉庫等    （９施設）         計 １３７施設 

設 置 根 拠 
北九州市消防本部及び消防署の設置等に関する条例 

北九州市消防団の設置等に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ４５，２３７ ㎡ （ 市所有面積 ４５，２３７ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ２施設  【単 体】１３５施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ７２施設  【実施済】 ３２施設  【未実施】 ３３施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ７９施設  【未実施】 ５８施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等          ７，５０１ 千円 

支 出 

人 件 費 ４１，６４８ 千円 

更新費・修繕費 １５，０２４ 千円 

光 熱 水 費 １１６，８２２ 千円 

委 託 料 ６０，７４０ 千円 

そ の 他 ０ 千円 

合 計 ２３４,２３４ 千円       

収 支 の 差 ▲２２６，７３３ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

北九州市消防局 
無線中継所（風師山・母原・石峰山）
市民防災資機材倉庫 

消防局 総務部 総務課 電話：５８２－３８０２ 

消防訓練研修センター（市民防災センター） 消防局 総務部 訓練研修センター 電話：５９２－５５８０ 

救急ワークステーション 消防局 警防部 救急課 電話：５８２－３８２０ 

消防航空隊基地 消防局 警防部 消防航空隊 電話：４７５－６７０１ 

門司消防署庁舎・出張所・分署
門司消防分団 

消防局 門司消防署 予防課 電話：３７２－０１１９ 

小倉北消防署庁舎・出張所・分署
小倉北消防分団 

消防局 小倉北消防署 予防課 電話：５８２－０１１９ 

小倉南消防署庁舎・出張所 
小倉南消防分団 

消防局 小倉南消防署 予防課 電話：９５１－０１１９ 
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若松消防署庁舎・出張所 
若松消防分団 

消防局 若松消防署 予防課 電話：７５２－０１１９ 

八幡東消防署庁舎・出張所 
八幡東消防分団 

消防局 八幡東消防署 予防課 電話：６６３－０１１９ 

八幡西消防署庁舎・出張所・分署
八幡西消防分団 

消防局 八幡西消防署 予防課 電話：６２２－０１１９ 

戸畑消防署庁舎・出張所 
戸畑消防分団 

消防局 戸畑消防署 予防課 電話：８６１－０１１９ 
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９（３）その他行政系施設 

１ 施設の概要 

名 称 その他行政系施設 

施 設 数 

門司アカデミアサポートセンター、北九州市計量検査所、消費生活センター、 

水防倉庫、東谷水防倉庫、大気汚染測定機器等格納庫、道路部倉庫・車庫、 

まちづくり倉庫、若松区まちづくり整備課北湊倉庫、 

八幡東区まちづくり整備課資材倉庫、畑ポンプ室、太刀浦白野江道路電気室、 

岬の山仮設災害者住宅、八幡東田緑地管理倉庫、戸畑区役所新池倉庫、 

北九州空港総合観光案内所、市民活動サポートセンター、室町測定所、 

人権推進センター、国際東アジア研究センター（現 アジア成長研究所）、 

若者ワークプラザ北九州、若者ワークプラザ北九州・黒崎、 

堺町安全・安心センター、建設材料試験場、皿倉山観測所、 

三萩野自動車排出ガス測定所、北九州観測局、引野待合所、築地会館、 

検潮所、浅野フェリーターミナル、城山現場事務所  

     計 ３２施設 

設 置 根 拠 
大気汚染防止法 など 

※一部、設置根拠のない施設あり 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ９，６１８ ㎡ （ 市所有面積 ９，３２２ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ７施設  【単 体】 ２８施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 １８施設  【実施済】  １施設  【未実施】 １３施設 

耐 震 補 強  【不 要】 １９施設  【未実施】 １３施設 

管 理 形 態

【浅野フェリーターミナル、城山現場事務所】貸付 

【中部建設事務所資材倉庫、引野待合所、国際東アジア研究センター(現 アジア成長研究所）】その他

【その他の施設】市直営方式  ※門司アカデミアサポートセンターは休止中 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等         ３３，０４７ 千円 

支 出 

人 件 費 １０１，２０８ 千円 

更新費・修繕費 １１，３４２ 千円 

光 熱 水 費 ２２，９９８ 千円 

委 託 料 ４１，７６２ 千円 

そ の 他          ２，６１７ 千円 

合 計        １７９，９２７ 千円 

収 支 の 差 ▲１４６，８８０ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

建設材料試験場 技術監理室 技術企画課 電話：５８２－２０４３ 

国際東アジア研究センター 
（現 アジア成長研究所） 

総務企画局 国際部 国際政策課 電話：５８２－２１４６ 

市民活動サポートセンター 市民文化スポーツ局 市民部 市民活動推進課 電話：６４５－３１０１ 

堺町安全・安心センター 市民文化スポーツ局 安全・安心推進部 安全・安心都市整備課 電話：５８２－２８６６ 

北九州市計量検査所 
消費生活センター 

市民文化スポーツ局 安全・安心推進部 消費生活センター 電話：８７１－０４２８ 

人権推進センター 保健福祉局 人権推進センター 人権文化推進課 電話：５６２－５０１０ 
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北九州観測局 
大気汚染測定機器等格納庫 
三萩野自動車排出ガス測定所 
皿倉山観測所、室町測定所 

環境局 環境監視部 環境保全課 電話：５８２－２２９０ 

若者ワークプラザ北九州 
若者ワークプラザ北九州・黒崎

産業経済局 総務政策部 雇用政策課 電話：５８２－２４１９ 

北九州空港総合観光案内所 産業経済局 観光にぎわい部 観光・コンベンション課 電話：５５１－８１５０ 

畑ポンプ室 産業経済局 農林水産部 農林課 電話：５８２－２０７８ 

道路部倉庫・車庫 建設局 道路部 道路維持課 電話：５８２－２２７４ 

引野待合所 建設局 道路部 街路課 電話：５８２－２１９１ 

築地会館 建設局 西部整備事務所 庶務課 電話：６４２－５４０１ 

浅野フェリーターミナル 
太刀浦白野江道路電気室 
八幡東田緑地管理倉庫 

港湾空港局 港営部 港営課 電話：３２１－５９３２ 

検潮所 港湾空港局 整備部 港湾工事センター 電話：７６１－３４２７ 

門司アカデミアサポートセンター
水防倉庫 

門司区役所 総務企画課 電話：３３１－１８８１ 

城山現場事務所 門司区役所 まちづくり整備課 電話：３３１－１８８１ 

東谷水防倉庫 小倉南区役所 総務企画課 電話：９５１－４１１１ 

まちづくり倉庫 若松区役所 総務企画課 電話：７６１－５３２１ 

岬の山仮設災害者住宅 若松区役所 コミュニティ支援課 電話：７６１－５３２１ 

若松区まちづくり整備課北湊倉庫 若松区役所 まちづくり整備課 電話：７６１－５３２１ 

八幡東区まちづくり整備課資材倉庫 八幡東区役所 まちづくり整備課 電話：６７１－０８０１ 

戸畑区役所新池倉庫 戸畑区役所 総務企画課 電話：８７１－１５０１ 
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１０（１）有料公園 

１ 施設の概要 

名 称 有料公園 

施 設 数 

白野江植物公園 

到津の森公園 

平尾台自然の郷 

山田緑地 

響灘緑地 

ひびき動物ワールド          計 ６施設 

設 置 根 拠 
北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

北九州市平尾台自然の郷条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ２３，１９０ ㎡ （ 市所有面積 ２３，１９０ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ６施設 

主 な 構 造 鉄骨造 

耐 震 診 断 【不 要】  ３施設  【未実施】  ３施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ３施設  【未実施】  ３施設 

管 理 形 態 指定管理者方式 

利 用 者 数 延べ １，２６１，５８５ 人 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ２，８８２ 千円       

支 出 

人 件 費 ０ 千円       

更新費・修繕費 １７２，１６１ 千円       

光 熱 水 費 ０ 千円       

委 託 料 ７７２，５９２ 千円       

そ の 他 ０ 千円       

合 計 ９４４，７５３ 千円       

（内数）指定管理料 ７４１，０９６ 千円       

収 支 の 差 ▲９４１，８７１ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） ７４７ 円        
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

建設局 公園緑地部 公園管理課  電話：５８２－２４６４ 
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１０（２）無料公園 

１ 施設の概要 

名 称 無料公園 

施 設 数 

【門 司 区】 ７６施設 

【小倉北区】 ７３施設 

【小倉南区】 ８０施設 

【若 松 区】 ６５施設 

【八幡東区】 ６１施設 

【八幡西区】１３２施設 

【戸 畑 区】 ５６施設     計 ５４３施設 

設 置 根 拠 北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ９，９３３ ㎡ （ 市所有面積 ９，９３３ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】５４２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ４１施設  【実施済】  ２施設  【未実施】５００施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ４１施設  【未実施】５０２施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 所管部署 

大橋公園休憩所 産業経済局 観光にぎわい部 観光・コンベンション課 電話：５５１－８１５０ 

柄杓田みなと公園トイレ 
脇之浦多目的広場トイレ 
脇田海岸トイレ 
脇田多目的広場トイレ 

産業経済局 農林水産部 水産課 電話：５８２－２０８６ 

旧門司遊歩道緑地公衆便所 
響灘 1・２号緑地公衆便所 
響灘２号緑地中央公衆便所 
今津公園公衆便所 
太刀浦東公園公衆便所 
太刀浦５号緑地公衆便所 
太刀浦運動公園公衆便所 

港湾空港局 港営部 港営課 電話：３２１－５９３２ 

皿倉労務者詰所 八幡東区役所 まちづくり整備課 電話：６７１－０８０１ 

その他施設 建設局 公園緑地部 公園管理課 電話：５８２－２４６４ 
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１０（３）供給処理施設 

１ 施設の概要 

名 称 供給処理施設 

施 設 数 

環境センター （新門司・日明・皇后崎）、 

日明積出基地、新門司工場、日明工場、皇后崎工場、 

かんびん資源化センター（日明・本城）、 

西港し尿圧送所、皇后崎し尿投入所、 

響灘西地区廃棄物処理場、響灘廃棄物処分場、 

馬島し尿収集用機器材収納庫、 

西港汚泥中継所、旧江川中継所、 

皇后崎環境センター若松事務所、菅生の滝塵捨場    計 １８施設 

設 置 根 拠 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ９８，７６７ ㎡ （ 市所有面積 ９８，７６７ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】 １８施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 １０施設  【実 施】  ３施設  【未実施】  ５施設 

耐 震 補 強  【不 要】 １１施設  【未実施】  ７施設 

管 理 形 態 
【旧江川中継所、皇后崎環境センター若松事務所】休止中 

【その他の施設】市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等          ３，７２１ 千円 

支 出 

人 件 費 ８４，０００ 千円 

更新費・修繕費 ２９，７１４ 千円 

光 熱 水 費 ２５，７５６ 千円 

委 託 料 ５２，２２４ 千円 

そ の 他              ０ 千円 

合 計        １９１，６９４ 千円 

収 支 の 差 ▲１８７，９７３ 千円       

※各工場、かんびん資源化センターの人件費、光熱水費について、建物の維持管理に必要な費用を区別
できないため、計上していない。 
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

環境局 循環社会推進部 施設課  電話：５８２－２１８４ 
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１０（４）医療施設 

１ 施設の概要 

名 称 夜間・休日急患センター、休日急患診療所、診療所 

施 設 数 

夜間・休日急患センター 

第２夜間・休日急患センター 

休日急患診療所（門司・若松・八幡・戸畑） ※市所有以外建物１施設含む 

診療所（馬島・藍島） 

                       計 ８施設 

設 置 根 拠 北九州市衛生施設の設置及び管理に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ３，８４５ ㎡ （ 市所有面積 ３，６３１ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ４施設  【単 体】  ４施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ８施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ８施設 

管 理 形 態 
【八幡・戸畑休日急患診療所】休止中 

【その他の施設】市直営方式 

利 用 者 数 延べ ４１，４４４ 人 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 ３７２，２９２ 千円       

支 出 

人 件 費 ２７８，６４１ 千円       

更新費・修繕費 ４，２３４ 千円       

光 熱 水 費 １１，３６４ 千円       

委 託 料 ５９５，５６６ 千円       

そ の 他 ９３，８９３ 千円       

合 計 ９８３，６９８ 千円       

収 支 の 差 ▲６１１，４０６ 千円       

利用者一人あたりのコスト（支出－収入） １４，７５３ 円        

※収入については、診療報酬及び藍島診療所のへき地診療所運営費補助金を含む。 
※支出については、運営経費を含む。 
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

診療所（馬島・藍島） 保健福祉局 保健医療部 保健医療課 電話：５８２－２６７８ 

夜間・休日急患センター 
休日急患診療所（門司・若松・八幡・戸畑）

保健福祉局 保健医療部 

夜間・休日急患センター 
電話：５２２－９９９９ 

第２夜間・休日急患センター 
保健福祉局 保健医療部 

第２夜間・休日急患センター 
電話：６４１－３１１９ 
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１０（５）駐車場等 

１ 施設の概要 

名 称 駐車場、自転車駐車場、サイクリングターミナル、サイクリングセンター、自転車保管所

施 設 数 

駐車場（室町・大里東公民館） 

自転車駐車場（２２施設） 

サイクリングターミナル 

サイクリングセンター（道原・河内）※道原は、H25年度末で自転車貸出業務終了 

自転車保管所（８施設） 

              計 ３５施設 

設 置 根 拠 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

北九州市自動車駐車場条例 

北九州市自転車の放置の防止に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １７，５５８ ㎡ （ 市所有面積 １６，８８７ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】 ３４施設 

主 な 構 造 軽量鉄骨造 

耐 震 診 断 【不 要】 ３４施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ３４施設  【未実施】  １施設 

管 理 形 態 

【自転車駐車場（２２施設）、サイクリングセンター（道原・河内）】指定管理者方式

【サイクリングターミナル】貸付 

【その他の施設】市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等        １３０，８４７ 千円 

支 出 

人 件 費 １８２，１５１ 千円 

更新費・修繕費 ６，４３４ 千円 

光 熱 水 費 １７，０５６ 千円 

委 託 料 １４，３０３ 千円 

そ の 他         ３４，０００ 千円 

合 計        ２５３，９４４ 千円 

収 支 の 差 ▲１２３，０９７ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

室町駐車場（５階から屋上） 総務企画局 総務部 庁舎管理課 電話：５８２－２０１３ 

サイクリングターミナル 産業経済局 観光にぎわい部 門司港レトロ課 電話：３２２－１１８８ 

大里東公民館駐車場 門司区役所 コミュニティ支援課 電話：３３１－１８８１ 

その他の施設 建設局 道路部 道路維持課 電話：５８２－２２７４ 
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１０（６）霊園・斎場等 

１ 施設の概要 

名 称 霊園、納骨堂、斎場、火葬場 

施 設 数 

霊園（９施設） 

納骨堂（１１施設） 

東部・西部斎場 

藍島火葬場           計 ２３施設 

設 置 根 拠 
北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

北九州市衛生施設の設置及び管理に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １３，６４１ ㎡ （ 市所有面積 １３，６４１ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】 ２３施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ４施設  【未実施】 １９施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ４施設  【未実施】 １９施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等        １７１，２５８ 千円 

支 出 

人 件 費 １３９，１５３ 千円 

更新費・修繕費 ３９，６２３ 千円 

光 熱 水 費 １１１，７０６ 千円 

委 託 料 ６８，６４０ 千円 

そ の 他          ４，３１６ 千円 

合 計        ３６３，４３８ 千円 

収 支 の 差 ▲１９２，１８０ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

納骨堂（１１施設） 
東部・西部斎場、藍島火葬場 

保健福祉局 保健医療部 生活衛生課 電話：５８２－２４３５ 

霊園（９施設） 建設局 公園緑地部 公園管理課 電話：５８２－２４６４ 
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１０（７）市民トイレ 

１ 施設の概要 

名 称 市民トイレ 

施 設 数 

【門 司 区】  ５施設 

【小倉北区】  ２施設 

【小倉南区】  ４施設 

【若 松 区】  ６施設 

【八幡東区】 １１施設 

【八幡西区】 １３施設 

【戸 畑 区】  ４施設     計 ４５施設 

設 置 根 拠 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ９１９ ㎡ （ 市所有面積 ９１９ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】 ４５施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ３１施設  【未実施】 １４施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ３１施設  【未実施】 １４施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 所管部署 

門司港レトロ駐車場トイレ 産業経済局 観光にぎわい部 門司港レトロ課 電話：３２２－１１８８ 

北九州市営九州鉄道記念館西駐車場トイレ 建設局 道路部 道路計画課 電話：５８２－３８８８ 

河内温泉 駐車場内トイレ 建設局 公園緑地部 公園管理課 電話：５８２－２４６４ 

折尾駅東口市民トイレ 
暫定北口駅前広場市民トイレ 

建築都市局 折尾総合整備事務所 計画課 電話：６０２－３１０８ 

新門司３号岸壁公衆便所 
東港町突堤公衆便所 

港湾空港局 港営部 港営課 電話：３２１－５９３２ 

その他の施設 環境局 循環社会推進部 施設課 電話：５８２－２１８４ 

148



１０（８）その他 

１ 施設の概要 

名 称 連絡通路、普通財産 

施 設 数 

北方「いちいがし団地モノレール接続」連絡通路 

普通財産（１２９施設） 

                    計 １３０施設 

設 置 根 拠 なし 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ９６，４７１ ㎡ （ 市所有面積 ９６，４７１ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ７施設  【単 体】１２３施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 ６９施設  【実施済】 １８施設  【未実施】 ４３施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ７４施設  【実施済】  １施設  【未実施】 ５５施設 
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１１（１）食肉センター特別会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 食肉センター 

施 設 数 食肉センター 

設 置 根 拠 北九州市衛生施設の設置及び管理に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ９，３７４ ㎡ （ 市所有面積 ９，３７４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  １施設 

主 な 構 造 鉄骨コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  １施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等        ５１４，５２０ 千円 

支 出 

人 件 費 １１１，５００ 千円 

更新費・修繕費 １６６，１１７ 千円 

光 熱 水 費 ９７，２９８ 千円 

委 託 料 １３１，４６１ 千円 

そ の 他         ５７，５３７ 千円 

合 計        ５６３，９１３ 千円 

収 支 の 差 ▲４９，３９３ 千円       

150



４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

保健福祉局 保健医療部 食肉センター  電話：５２１－０１７２ 
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１１（２）卸売市場特別会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 卸売市場 

施 設 数 

中央卸売市場 

公設地方卸売市場 

                 計 ２施設 

設 置 根 拠 
北九州市中央卸売市場条例 

北九州市公設地方卸売市場条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ７７，１５８ ㎡ （ 市所有面積 ７７，１５８ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ２施設 

主 な 構 造 鉄骨コンクリート造 

耐 震 診 断 【実施済】  １施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【実施済】  １施設  【未実施】  １施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等        ９３２，４２８ 千円 

支 出 

人 件 費 １５２，０３５ 千円 

更新費・修繕費 ２３０，８９２ 千円 

光 熱 水 費 １４１，４６５ 千円 

委 託 料 １６２，１０９ 千円 

そ の 他        １２０，１１８ 千円 

合 計        ８０６，６１９ 千円 

収 支 の 差 １２５，８０９ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

産業経済局 中央卸売市場 電話：５８３－２０２５ 
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１１（３）渡船特別会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 渡船事業所 

施 設 数 

渡船事業所馬島船客待合所 

渡船事業所若松乗客待合所 

若戸渡船事業所戸畑事務所 

渡船事業所小倉分室船員詰所        計 ４施設 

設 置 根 拠 北九州市渡船事業条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ５１３ ㎡ （ 市所有面積 ５１３ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】  ３施設 

主 な 構 造 鉄骨コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ２施設  【未実施】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ２施設  【未実施】  ２施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等          １，５９０ 千円 

支 出 

人 件 費 ２０，５００ 千円 

更新費・修繕費 ４１３ 千円 

光 熱 水 費 １，２９８ 千円 

委 託 料 ４３，５４２ 千円 

そ の 他            １５７ 千円 

合 計         ６５，９１０ 千円 

収 支 の 差 ▲６４，３２０ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

産業経済局 観光にぎわい部 渡船事業所 電話：８６１－０９６１ 
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１１（４）競輪、競艇特別会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 競輪場、場外車券売場、競艇場

施 設 数 

門司競輪場 

小倉競輪場 

ハイビジョンシアター門司 

サテライト若松 

若松競艇場           計 ５施設 

設 置 根 拠 北九州市立競輪場設置条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １６６，４７０ ㎡ （ 市所有面積 １６６，４７０ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ５施設 

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ３施設  【実施済】  １施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ３施設  【未実施】  ２施設 

管 理 形 態 
市直営方式 

※【門司競輪場】は、休止中 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等         ６１，２９９ 千円 

支 出 

人 件 費 ４２，５００ 千円 

更新費・修繕費 １２，８３３ 千円 

光 熱 水 費 ４２１，９３７ 千円 

委 託 料 ４２０，６１９ 千円 

そ の 他          １，８８２ 千円 

合 計        ８９９，７７１ 千円 

収 支 の 差 ▲８３８，４７２ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

競輪場（門司・小倉） 
ハイビジョンシアター門司 
サテライト若松 

産業経済局 事業部 競輪事務所 電話：９４１－０９４５ 

若松競艇場 産業経済局 事業部 競艇事務所 電話：７９１－３４００ 
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１１（５）港湾整備特別会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 港湾施設

施 設 数 

浅野フェリーターミナル、大里管理事務所、 

マリンゲートもじ、久岐の浜マリンコア、 

松ヶ島貸事務所、延命寺廃油処理施設雑品倉庫、 

田野浦公共臨港線管理事務所、 

小倉ＲＯＲＯターミナル、埠頭（８施設）    計 １６施設 

設 置 根 拠 港湾法 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １５４，７２０ ㎡ （ 市所有面積 １５４，７２０ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】 １５施設 

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ４施設  【実施済】  １施設  【未実施】 １１施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ４施設  【実施済】  １施設  【未実施】 １１施設 

管 理 形 態 

【埠頭（８施設）、久岐の浜マリンコア】市直営方式 

【その他の施設】貸付 

※【田野浦公共臨港線管理事務所】は、休止中 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等        ３８８，４５１ 千円 

支 出 

人 件 費 ９７，５００ 千円 

更新費・修繕費 ３６，１５９ 千円 

光 熱 水 費 １３７，９００ 千円 

委 託 料 ３４，９５９ 千円 

そ の 他              ０ 千円 

合 計        ３０６，５１７ 千円 

収 支 の 差 ▲８１，９３４ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

田野浦公共臨港線管理事務所 港湾空港局 港営部 港湾事務所 電話：３２１－５９５１ 

その他の施設 港湾空港局 港営部 港営課 電話：３２１－５９３２ 
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１１（６）駐車場特別会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 駐車場 

施 設 数 

北九州市営勝山公園地下駐車場 

北九州市営天神島駐車場 

北九州市営室町駐車場（１階～４階） 

北九州市営中央町駐車場 

北九州市営黒崎駅西駐車場        計 ５施設 

設 置 根 拠 
北九州市自動車駐車場条例 

北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ５８，３２７ ㎡ （ 市所有面積 ５８，３２７ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  ２施設  【単 体】  ３施設 

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ３施設  【実施済】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ４施設  【未実施】  １施設 

管 理 形 態 
【黒崎駅西駐車場】市直営方式 （平成２６年度から指定管理者方式を導入） 

【その他の施設】指定管理者方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等        ３２７，８６６ 千円 

支 出 

人 件 費 ０ 千円 

更新費・修繕費 ２５，６１４ 千円 

光 熱 水 費 ０ 千円 

委 託 料 １４１，８２５ 千円 

そ の 他         １４，１６６ 千円 

合 計        １８１，６０５ 千円 

収 支 の 差 １４６，２６１ 千円       

※収支の差については、市債の償還に充当している。 
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

建築都市局 計画部 都市交通政策課 電話：５８２－２５１８ 
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１１（７）廃棄物発電特別会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 工場 

施 設 数 
新門司工場 

皇后崎工場 熱供給センター    計 ２施設 

設 置 根 拠 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １，０２１ ㎡ （ 市所有面積 １，０２１ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】  １施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ２施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等          １，９０３ 千円 

支 出 

人 件 費 ０ 千円 

更新費・修繕費 ０ 千円 

光 熱 水 費 ０ 千円 

委 託 料 ０ 千円 

そ の 他             ５４ 千円 

合 計             ５４ 千円 

収 支 の 差 １，８４９ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

環境局 循環社会推進部 施設課  電話：５８２－２１８４ 
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１１（８）漁業集落排水特別会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 排水処理施設 

施 設 数 
藍島漁業集落排水処理施設 

馬島漁業集落排水処理施設     計 ２施設 

設 置 根 拠 北九州市漁業集落排水処理施設条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ４６８ ㎡ （ 市所有面積 ４６８ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ２施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ２施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等              ０ 千円 

支 出 

人 件 費 ０ 千円 

更新費・修繕費 １，３０６ 千円 

光 熱 水 費 ２，３４１ 千円 

委 託 料 ９，６６０ 千円 

そ の 他            ２９０ 千円 

合 計         １３，５９７ 千円 

収 支 の 差 ▲１３，５９７ 千円       
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

産業経済局 農林水産部 水産課  電話：５８２－２０８６ 
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１２（１）上水道事業会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 浄水場、取水場、ポンプ場、試験所、発電所、事務室 

施 設 数 

小倉北区役所庁舎（駐車場） 

浄水場（井手浦・穴生・畑・本城・道原） 

取水場（伊佐座・葛牧・垂水・猪熊） 

ポンプ場（１３施設） 

八幡東工事センター倉庫、旧若松営業所、 

紫川水源地低揚ポンプ室、水質試験所、 

木下発電所、油木ダム発電所、城野倉庫、 

東部工事事務所、西部工事事務所、森下分岐室     計 ３３施設 

設 置 根 拠 なし 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ４４，４６５ ㎡ （ 市所有面積 ４４，４６５ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】 ３３施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 １７施設  【実施済】 １５施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】 ２６施設  【未実施】  ７施設 

管 理 形 態 
【旧若松営業所】貸付 

【その他の施設】市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等          ４，７５７ 千円 

支 出 

人 件 費 ０ 千円 

更新費・修繕費 １０，２２８ 千円 

光 熱 水 費 ８７１，６５７ 千円 

委 託 料 ２３，４４５ 千円 

そ の 他              ０ 千円 

合 計        ９０５，３３０ 千円 

収 支 の 差 ▲９００，５７３ 千円       

※人件費について、施設の維持管理に直接関わる職員の費用按分は少額となり、計上していない。 
※電力費について、施設管理と事業に必要な費用を区別できないため、全額計上している。 
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４ 施設の配置状況 

※市外施設については、マップに掲載していません。 

５ 所管部署 

小倉北区役所庁舎（駐車場） 
旧若松営業所 

上下水道局 海外・広域事業部 広域事業課 電話：５８２－３１４１

城野倉庫 上下水道局 水道部 計画課 電話：５８２－３０６２

ポンプ場（原上・藍島） 上下水道局 水道部 浄水課 電話：５８２－３１５５

浄水場（井手浦・道原） 
ポンプ場（小森江・須賀・沼・堀越）
取水場（葛牧・垂水） 
紫川水源地低揚ポンプ室 
発電所（木下・油木ダム） 

上下水道局 水道部 井手浦浄水所 電話：４５１－０２６２

浄水場（穴生・畑） 
伊佐座取水場 
ポンプ場（大蔵・尾倉・山ノ神・山の岬・大谷）
森下分岐室 

上下水道局 水道部 穴生浄水所 電話：６４１－３３３８
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本城浄水場 

猪熊取水場 
ポンプ場（高塔・藤ノ木） 

上下水道局 水道部 本城浄水所 電話：６９３－１３８５

水質試験所 上下水道局 水道部 水質試験所 電話：６４１－５９４８

東部工事事務所 上下水道局 東部工事事務所 管理課 電話：９３２－５７９０

西部工事事務所 
八幡東工事センター倉庫 

上下水道局 西部工事事務所 管理課 電話：６４４－７８２０

※八幡東工事センター倉庫については、 
H26.4.1 広域事業課へ移管 
H26年度中に解体予定 
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１２（２）交通事業会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 庁舎、営業所、控室、待合所 

施 設 数 

交通局庁舎 

向田営業所 

二島控室 

橋台下控室 

若松渡場待合所    計 ５施設 

設 置 根 拠 なし 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ４，３７８ ㎡ （ 市所有面積 ４，３７８ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】  ５施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  ２施設  【実施済】  １施設  【未実施】  ２施設 

耐 震 補 強  【不 要】  ２施設  【未実施】  ３施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等          １，４０４ 千円 

支 出 

人 件 費 ０ 千円 

更新費・修繕費 ５４２ 千円 

光 熱 水 費 １０，６９６ 千円 

委 託 料 ９，１２１ 千円 

そ の 他              ０ 千円 

合 計         ２０，３５９ 千円 

収 支 の 差 ▲１８，９５５ 千円       

169



４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

交通局 総務経営課 電話：７７１－８４０１ 
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１２（３）病院事業会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 医療センター、病院、看護専門学校 

施 設 数 

医療センター 

門司病院 

八幡病院 

看護専門学校     計 ４施設 

設 置 根 拠 北九州市病院事業の設置等に関する条例 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 ８８，６０４ ㎡ （ 市所有面積 ８８，６０４ ㎡ ） 

複合・単体の別 【複 合】  １施設  【単 体】  ３施設 

主 な 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】  １施設  【実施済】  ２施設  【未実施】  １施設 

耐 震 補 強  【不 要】  １施設  【未実施】  ３施設 

管 理 形 態 
【門司病院】指定管理者方式 

【その他の施設】市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等 １１９，６９７ 千円       

支 出 

人 件 費 １８，７００ 千円       

更新費・修繕費 ９９１ 千円       

光 熱 水 費 １，１６９ 千円       

委 託 料 ７，９４５ 千円       

そ の 他 ３１，１８９ 千円       

合 計 ５９，９９４ 千円       

収 支 の 差 ５９，７０３ 千円        
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

病院局 経営課 電話：５８２－３０５５ 
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１２（４）下水道事業会計施設 

１ 施設の概要 

名 称 浄化センター、ポンプ場 

施 設 数 

浄水センター（新町・日明・曽根・北湊・皇后崎） 

ポンプ場（３３施設） 

                         計 ３８施設 

設 置 根 拠 なし 

２ 建物・運営の状況 

総延床面積 １０７，０７０ ㎡ （ 市所有面積 １０７，０７０ ㎡ ） 

複合・単体の別 【単 体】 ３８施設 

主 な 構 造 鉄筋コンクリート造 

耐 震 診 断 【不 要】 １２施設  【実施済】 １０施設  【未実施】 １６施設 

耐 震 補 強  【不 要】 １２施設  【未実施】 ２６施設 

管 理 形 態 市直営方式 

３ 収支の状況 

収 入 使 用 料 収 入 等            ４９９ 千円 

支 出 

人 件 費 ０ 千円 

更新費・修繕費 ７７，３９９ 千円 

光 熱 水 費 ９２０，０２３ 千円 

委 託 料 ８，９２０ 千円 

そ の 他              ０ 千円 

合 計      １，００６，３４２ 千円 

収 支 の 差 ▲１，００５，８４３ 千円       

※人件費について、施設の維持管理に直接関わる職員の費用按分は少額となり、計上していない。 
※電力費について、施設管理と事業に必要な費用を区別できないため、全額計上している。 
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４ 施設の配置状況 

５ 所管部署 

上下水道局 下水道部 施設課  電話：５８２－２４８５ 
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